
第 4章

生産・生業用具

■秋始末のようす 「四季農耕図屏風」より



●生産・生業用具
秋の取ア、■が済むころには雪が降る。それまでに＼野

菜や雉議項の始末はどうにが終っても、稲扱き (脱穀)

まてまこても手が回らない。刈取つた稲は庭先に稲ニオ

こンて墳んであき、後で家に運び入llてから始末した。

程の脱穀には＼古い時代はコキバシという2本の棒で

作つたものを使つたというが、その後もつぱら千歯が使

われ、昭禾□初年ごろ回転式稲扱機が普及する計で続いて

いた。稲始末は正月讀で |こ終るものとされていたし、十

日EB近郊農家で |ま＼節季市での販売品を作るのにl「しい

時でもあつた。あい暦の二月正月が遅<水で続いていた

市内太子堂 若井八郎右衛門家 「作業暦」より抜粋

さまざまな冬仕事

のは＼稲始末に手間取つたたEt二 、|つれている。
正月を過ぎて4LIl＼ 脱穀した米■処理IF業はまだ誅だ続

<じ＼さホざ誅な冬仕事、来春C震 |‐=業
に備える準備も

あれば＼家事・家族の使用するものも仁らねばならないc

その大事な時間を降積んで止まなt,1雪が容赦なく奪う。

現金収入を講じるための生産活動は、さらにこうした

中から時を害Jいて行うことになる。雪にとじ込められ、

それに左右される生活であつたが＼その中での不屈な働

き|こよつて越後縮づ生誅れ、織物産地を育てることもで

きたのであつた。以下、各項目を見ることにする。
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日青

曇風晴

曇のち雨
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雨雪まじり
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日青

曇のち雨

雨

日青

雨
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雨のち曇

雨のち曇

雨

雨

日青
昌

万石掛け・豆落し,稲上げ・新助東京へ行く、路金 0円 70銭

稲ば寄せ 。縄払取 り

米詰め・俵格い

俵のサヤ掛け。米の検査を受けてとなりの車で年貢送り

希層こき

稲居始末

米持い

米の調整

米屋で米摺 り。豆こぎ後吹 (カ マス)片付け

漬菜洗い 。人参 lFHり

家仕事・製材

豆落 し

回いをしたり片づけごと

煤はき・餅米 とぎ・晩に桶流 しのなます切 り

外片付け 。家の煤払い

棟上の餅鴇き 。青年会の桶流 し

棟上の支度

棟上祝

棟上祝の内儀よび

まな板流 し

祝事の片付け

ハッテこわ し

壁板 うち・ ニオ入れ

贔

日青

晴のち大雨

雨

曇

ハッテ持 (ご しら)い・屋敷田の稲刈り

ハッテ持い 。稲刈 り。ニオ笠取 り

入山から干草取 り

石臼の目切 り。芋穴掘 り。草刈 り

石臼の目切 り。ハッテ袴い 。大坪で稲刈り

10月
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日青
贔

雨のち曇
昌

晶

曇のち晴
日青

口青
日青
日青

日青

雨のち曇

日青

曇のち晴
日青
日青
日青

曇のち晴
日青

雨

雨のち曇
日青
日青
日青
昌

贔

雨
昌

雨のち曇

不層メ」り

アタリ仕事・ハッテ造 り。縄ない

家仕事・ハッテ搾い 。米櫂 り

畑仕事・ハッテ搾い

牛の肥出し。上嶋の稲刈 り

上嶋で稲メリリ

稲刈 り・ハッテ楕い 。島の稲刈 り

嶋の新開・浦田の稲刈 り。稲上げ

深田の稲刈 り

深田の稲刈 り
ハッテ持い 。大坪の稲刈り

上嶋で三月菜蒔き 。籾 とおし。稲こき
ハッテ楕い 。大坪の稲刈り

大根へ施肥・ハッテ持い 。上嶋の稲刈 り

大根へ施肥・ハッテ楕い 。稲刈 り。稲上げ

稲こき 。稲刈 り

臼挽 き 。稲上げ・稲刈 り

和田の田とシカゲ田の稲刈 り

米言吉め 。稲刈 り ・不層上げ
年貢送 り。シカゲ田の稲刈 り

新開の稲刈り

稲こき 。稲刈 り

藁ニオ積み 。稲刈 り。稲上げ

稲刈 り 。ネ稲上げ・メリ上Lげ
稲上げ・稲背負い

稲こき 。芋穴掘 り

米調整 。夜業餅稲こき・今 日の臼は大門の岩田式

稲こき 。藁ニオ積み 。蕎麦こき 。豆こき

居始末・臼挽き

12月|

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐Ｏ

Ｈ

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

雨

雨

¨

雪

雪

贔
≡

円

昌
こ

鴨

雨

晴

昌
一
昌
≡

円

雪

雪

雪

昌
正

鳴

雨

昌
一
昌
〓

贔
〓

稲こき

稲こき 。スジ選 り。壁板 うち

矛蒲こき

居始末 。イネが忠左工間に奉公に行 く

籾あおり。肥出し

臼挽 き 。巾着米の調整

巾着米の調整

ニオ入れ 。藁ニオ積み

藁す ぐり。苗代田打ち

藁叩き 。縄ない 。二人で囲い

囲い 。米の検査を受けた

稲こき 。ニオ入れ

居始末

藁す ぐり。俵編み・籾詰め

稲こき・藁ニオ積み

層始末 。いがかち

ニオ入れ・藁ニオ積み・暦始末。イモジ田のたたき

米摺り。藁すぐり。居始末・籾俵編み・入山へ山年貢1円 50銭

籾言吉め・稲こき

籾あおり。自挽 き

藁口Πき・縄ない

11月

日青

朝迄南風後雨

曇

曇

曇夕方雨
贔

日青

町へ柿売り、代 1円。豆こぎ・稲ニオ上げ・夜業稲上げ

餅揚き

九月九日で休み、大神様御迎え

長芋掘 り。銀坊主稲こき

畑芋取 り。稲こき。居始末

二月菜ウロノギ・居始末・ 3人で臼挽 き

上嶋からニオ上げ
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晴

曇

雨
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イ表まるけ 。稲こき

端米量 り・居始末
ニオ入れ 。自挽き 。今日入上げをした

在米の調整 。のと白福こき

のと白福こき 。いがかち・歳取魚買い代89銭

のと白米の調整

福こき。暦米臼挽き 。今 日こき上げをした

在米の調整・夜業俵積み 。金50円米の給料入る

一一日贅某
`ま

き

餅掲き 。諸勘定精算
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日青
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晴夜吹雪

醤油豆炒 り・筵合せ

筵鷺まり

醤油豆煮・筵合せ

1墾布 (ハ ッパキ)編み

腔布編み

大縄ない

311月
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吹雪

日青

晶

日青

雨

曇
日青
日青
日青
昌

曇風
日青

日青
日青

曇南風

曇雨模様
日青

晴後雨模様
日青
日青

夜雨

風雪
日青
贔

日青

日青

日青
日青
日青

左縄ない

筵織 り

筵合せ

筵合せ 。筵織 り

石臼挽 き・筵織 り

筵市装り

筵織 り

筵織 り。筵の じり。藁す ぐり

石臼挽さ。粉餅揚き・味噌豆持い
。釜を借 りてきた

一日味噌煮・朝 2時40分に起床 し、二釜煮た

肥引種のスゴ編み 。味
p曾玉包み

筵織 り

筵織り。並米―俵代6円 0銭で九俵、中米一俵代6円 48銭一俵

月巴31き

月巴ワ|き

月巴31き

月巴ヨ|き

筵お装り

肥引き 。肥引き終る

筵織 り

休み 。中日の御祝

筵織 り

肥山の笠

筵を織つたりのじったり、俵を積んだり。餅揚き買物に

米屋で米摺 り。家片付け 。煤はき

八十八祝の支度

祖父八十八祝

祝事の跡片付け 。兄役場へ堆肥の賞を貰いに行 く

祝事の跡片付け 。国いこわ し
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雨雪ドン寒
昌
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大吹雪

大難風雪
日青

雪夜吹雪

雪

雪
日青

水雪

年始

作業始め

作業休み・米の売初め、金 12円 6銭 (中米―俵6円 3銭 )

小手縄ない・藁入札

藁す ぐり・筵 (ム シロ)機具を立てた

縄ない・米出し

筵織 り

筵桁妻り

筵織 り

藁す ぐり。兄市へ、筵織 り九尺筵三枚、一枚50銭

筵織 り

筵織 り

筵樅装り

筵織 り

一日雪掘 り。兄市へ行 く、金 1円 35銭市の銭入る

藁す ぐり・縄ない 。筵織 り

筵鸞装り

藁す ぐり。兄一日市へ行 く、筵代金 2円 25銭

藁す ぐり

クツ くみ 。縄ない 。廟肥出し

藁仕事

石臼挽き

石臼挽 き 。小手縄ない

石臼挽 き 。餅米挽 き

石臼挽 き 。堂宮の雪掘 り

餅鳩き

餅の始末 。千草入・小手縄ない・今夜小正月

41月|
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曇雨風

朝雪午後晴

雪
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雨
日青

雨

曇
日青
昌

日青
日青

晴後雨

雨曇

日青
日青
日青

雨
日青

曇南風
昌

石臼挽き。左縄ない

餅鳩き

節句休み

藁すぐり。兄新田新宅へ石場かち

外仕事・三度豆蒔き

藁すぐり。藁仕事 。米摺り。俵編み

藁仕事・俵編み

藁叩き。俵編み

藁すぐり・藁叩き。俵編み

藁仕事・縄ない 。俵編み

藁仕事 。俵編み 。縄ない

俵編み 。甘酒造り

一日味噌鵜き。俵編み

外仕事 。温床作り・杉葉拾い山ヘ

ー日山へ薪木集め

馬鈴薯蒔き。薪木集め・俵の検査有り

藁すぐり。薪木集め・背なこうじ作り

山へ行 く。畑仕事・背なこうじ作り

あたり仕事 。ねぎ植え。山へ薪集め

馬鈴薯植え。薪木集め山ヘ

俵編み 。縄ない

山で薪集め・縄ない

山へ薪木集め・スジ洗い 。畑仕事

堰普講・俵編み
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日青
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雨水雪

水雪

雪

雪

雪強寒

雪強寒

曇

日青強寒

曇強寒

曇暖
昌

昌

‐

昂

轟

お正月・五月の仕事 。20円、米の給料入る

父江道へ年始に行 く

作業休み

新年宴会 。兄薪木ニオを入れた

藁す ぐり・小手縄ない

小手縄ない

筵桁光り

筵織 り

藁す ぐり。雪掘 り。筵織 り

筵桁装り

筵織 り。午後休業、紀元節の祝い

筵織 り

筵桁まり

藁す ぐり。小手縄ない

筵織 り

筵織 り

小手縄ない 。筵織 り

小手縄ない 。筵織 り

筵斎上り

小手縄ない 。筵合せ

筵織 り

藁す ぐり。兄一日青年会の雪掘 りで学校ヘ
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イ 脱穀調整等用具

① 種子物保存用具
来春蒔<作物の種子はすべて自家で採取じ、春まで大
切に保存するのが農家の常であつた。中心作物の水稲の

種子 (スジ)は＼小型に作つたスジダワラに入れてあ<。
これは春、スジ蒔きをする前に＼この俵の改志水中 |こ浸

すにも便Tlだった。大豆や小豆などは袋に入れて天丼に

吊したりしたが、少量の種子を保存するのに最もよ<用
いられたのは＼夕顔の実で作つたフクベであった。

細がい野菜や花ものの種子は主婦や老人が管理したも

のであり、小袋や紙 |こそれぞれ包み分けて入れていた。

スジダワラ 4-イ ー |
径 47C用  長さ62 9Cn
藁 種子叔保存用小型俵

タネモノイレ 4
長さ58 3Cm 幅47Cm
山竹・和紙 種子物保存用 (ザル利用)

ネモノカゴ 4-イ
径24Cm 高さ34 5Cm
種子物保存用篭 フクロ 4-イ ー 4

長さ30Cm 底 35× 2 2Cm
木綿 大豆・小豆等種子物保存用袋

タ
口

竹

オ トシボウ 4-イ ー27
長さ 47 4Cm 大き3 7Cn 908 9( 本)
リョウブ 雑穀等脱粒用叩き棒

コキ′` シ 4-イ ー26
長さ46 5Cm 大さ0 9Cm
竹 雑穀等脱粒用扱箸
(石 臼は扱書固定用)

マメオ トシボウ 4-イ ー32
全長38 5Cm 365 9

リョウブ 雑穀等脱粒用叩き棒 (槌型)

フクベ  4-イ ー 4
長さ67 5Cm 口径4 6Cm
夕顔瓢 種子物保存容器

110

フクベ 4-イ ー 2
長さ|140m  口径 8 Cm

夕顔瓢 種子物保存容器

フクベ  4-イ ー 8
長さ72Cm 口径7 3Cm
夕顔瓢 種子物保存容器

マメオ トシボウ 4-イ ー30
全長 04 2Cm l′ 7309
ケヤキ 雑穀等脱粒用叩き棒 (槌■_l)

フクベ 4-イ ー 8
長さ65Cm  口径 7 Cm

夕顔瓢 種子物保存容器

囁

Ｌ
口
層

● :

■フクベを利用 した種子物の保存



② 脱穀調整用具

EII::[瞥[7:[「::i::,IEき ;:「I
(玄米または標)|よ、俵に詰めてかl~3出荷した。
雑穀類の脱穀は主に落し棒を、稲には千歯などを用い
こが、古しヽ品種の稲 |こつぃたノゲを落すにはイガヵチで

1::な き髯警:「姜]』][][;:[言 :::[[。
|

墓Ш□ >
刈取った稲は、

稲架干 しや地干 し

をして乾燥させ、

一旦ニオに積み、

少しずつ脱穀して

いくc

ヨ >Ш墜杢型■しl型口「 巨コ

で轟

||ギ11

セ ンバ  4-イ ー34
高さ60 6Cm 中冨60Cm
鉄・杉 稲脱粒用具 千歯

イネコキキ 4-イ ー38
可さ64 5Cm 中扇67 5Cm
iF その他 稲脱粒用具 足踏回転式稲扱機

センバ  4-イ ー37
高さ58 7Cm 幅6 Cm

鉄・杉 稲脱粒用具 千歯

勝

2′ 0109
・残粒落 し用竪杵
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イネコキキ 4-イ ー39
高さ64 7Cn] 幅75m
鉄 その他 稲脱粒用具 足踏回転式稲扱機

イガカチ 4-イ ー41
全長92Cm 2′ 609
ヤマボウシ・ブナ ノゲ・残粒落し用杵

テキネ 4-
全長90 6Cn

イタヤ ノケ

―イー43

■ヨコヅチによる粟の脱粒 ■大豆の脱粒 ■マメドオシによる選別



理ニオ積み0稲ニオ上げ >~蔦 丁 覇 > Lゲ・ボッッァラ落し な 選別 >
手杵で嶋い|1上_一手杵
て粗のノゲや

ボッツァラ(残

轟 F~11

漑

' 1~   1‐  ~ '■ とノケ

「
■ ‐, 一  ―テ・ゴミ

ボ
ツ
ツ
ｒ
フ
な
ど

稲 ニオ 千歯による脱粒

マメ ドオシ 4-イ ー54
口径62い  高さ1630m
竹 籾選別用

モ ミドオシ 4-イ ー56
径37Cm 高さ OCm
サワラ 籾選別用

モ ミフルイ 4-イ ー55
全長 21 8Cm 幅56Cm
杉・金網 籾選別用

|

ドウス  4-イ ー57
全高43 8Cm 口径59 5Cm
杉・ 竹・プナ (下 臼台部分)籾 摺 り用上臼

ドウス 4-イ ー59
全高67 5Cm 口径5250m
杉・竹・土 (歯は栗材の薄板)籾沼り用上臼

ヽ
・・・一一一総

一一一

トウ ミ 4-イ ー68
高さ99 7Cm 長さ 37 7Cm 5枚羽
杉・朴 米選別用 唐箕

ミ 4-イ ー67
長さ55m 幅56Cm
山竹・藤 米選別用

ヤ リギ 4-イ 64
全長 155 3Cm 5′ 760,
杉 籾招り用 (土臼を回転させる把手)

９
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土日にかけて籾殻を取除 く

コメツキギネ 4-イ ー86
全長8 7Cm 9′ 4909
ケヤキ・イタヤ(柄)米 嶋き用杵

コメソニニメ

全長
`:‐
 :

本多 ===子 Ξ=

トウ ミ 4-イ ー70
高さ98 6Cm 長さ‖ Cm 4枚 羽
杉 米選別用 唐箕 (昭和2年製)

高さ 24Cm 長さ 49 7Cm 5枚羽
杉 米選別用 唐箕 (大正 5年製 )

ツキワ 4-イ ー81
径30 2Cm 大さ3 6Cm
藁 米掲き時の米の飛散防止・循環用

ウス 4-イ ー78
口径6 Cm 高さ47Cm
ケヤキ 米嶋き臼 (餅掲き臼兼用)

コメ ドオシ 4-イ ーH6
口径36 5Cm 高さ9 8Cm 370 g
サワラ・金網 米選別用

コメ ドオシ I―  ―
口径42Cm 言

`[[‐山竹・カラムシ・
= “
■

ウス
ロ径71

ケヤキ
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マンゴク 4-イ ー99
高さ‖6Cm 幅44 2Cm
杉 米選別用

トウミ 4-イ ー72



T石の網目の細かさ
:電 罰して、米の大 J

俵 藷め
|

C

コクモンゴシキ 4-イ ー 45
全長 124 2Cm 刃先幅24 7Cm 2′ 7509
ケヤキ樹皮 穀物掬い用具

サシタケ  4-イ ー 58
全長 19 5Cm 径3 7Cm 50 g
竹 米取出し用竹筒

真三・燃料

・:Ξ米斗

モ可T'・ 洗顔

大‐lヽ作料

ン示・粉含→

タワラメ ドオシ 4-イ ー151
全長20 3Cm 径23帥  259
竹 俵綴じ用針

テカギ 4-イ ー153
全長200m ‖59
鉄・カシ(柄 )俵 梱包・運搬用手鉤

テカギ 4-イ ー 56
全長30 2Cm 160 9

鉄・本(柄 )俵 梱包・運搬用手鉤 (改良型)

サシタケ  4-イ ー 60
全長23 5Cm 径2 3Cm 30 9
竹 米取出し用竹筒

よ::

タワラ 4-イ ー 37
長さ81 5Cm 径40Cm
藁 米収納用俵 四斗俵

ナワ 4-イ ー144
全長4′ 850Cm 大さ0 8Cm
藁 吹・俵結束用藁縄
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イッ トマス ニーノ_17
タトオ+357× 35'] 喜さ19 4Cm
杉・鉄 穀類言―量具 1烏型 )

イッ トマス 4-イ ー 23
外枠 3 8× 3 8Cm 高さ25Cm
杉・鉄 穀類計量具 (角 型)

イッ トマス 4-イ ー 24
口径3 8Cm 高さ3 4Cm
ヒノキ・鉄 穀類計量具 (円筒型)

―
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ハ カ リ 4-イ ー130
全長 125Cm l′ 770g
鉄・木 計量具 (20貫用 )

ジ ョウゴ 4-イ ー 43
口径52Cm 長さ3 Cm
竹 俵に米を入れる時使用する漏斗

カマス 4-イ ー 35
長さ88Cm 幅780m

藁 穀物収納用吹

ムシロダテ 4-イ ー 33
輪幅128Cm 高さ83Cm
藁・竹 仮設穀物入れ

■f「

一斗枡で計量 じ俵に詰める
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◎ 肥ヨ|き・灰土撒き用具
春の彼岸のころになるこ壕員 FTTな つ春めいて<る
が、風は冷た<雪は厚<残って て亘11。 そのために雪
上を歩いても足が深<河まな<なろ。この状態は山模の
使用には最も適している■で、俄黙、家ごとに橿弓きが

はじ志る。肥ヨき、春本国 (周 J頂)の最盛期である。
まず＼冬うちに溜誅った馬屋肥を自家のそれぞれの田

んぼへ運んであ<。 これが肥弓きだが、その前に堆肥を

入れる雪穴を掘る。雪の深さはまだ2mを越えることも
ある。その穴に、運/Llでおいた堆肥を落して積み、その

■月巴:|き

上にコイガサという藁の仮の屋根を掛けておいた。

上撒き・灰撒きというのは、耕地の地面を早く出すた

め |こ＼黒土や灰を撒いて太陽熱をlla収させ＼消雪を早め

ようとする0「l置である。実際、春の日差しは強いので目

に見えてよ<消えた。これ |こ使う土は、その近<の雪を

掘つて畑などから取り＼灰は冬のうちに取溜めておいた。

志たこの時期、早<llLえつけるサツマイモの苗をとる

ため＼堆肥の発酵熱を利用した温床を作つた。それはイ

モダナといい、そこ|こナスやキュウリの種子を一緒に蒔

いて苗を促成することもした。

シャポ リ 4-イ ー 65
全長97 5Cm 刃幅22Cm l′ 759
鉄・カシ(柄 )月巴穴 (雪穴)掘 り用具

カナ ミ 4-イ ー 71
長さ39 5Cm 幅36Cm 596 9
ブリキ・山竹 灰土等運搬用具

良型 )

”犠
一緊
暴
難
鍼
７
●

コイガサ 4-イ ー 66
高さ93Cm

藁 肥穴の堆肥覆い用

ヒラグワ

全長  15。 m

鉄・木 (柄 )

4-イ ー 68
刃幅 3Cm 2′ 559

灰土撤き時の上掘出し用

‘
藤
´

囀 |、

コシキ 4-イ ー 64
全長99 3Cm 刃先幅24 7Cm 8 59
ブナ 肥穴 (雪穴)掘 り用具

■イモダナ

トウクワ 4-イ ー 67
全長96 5Cm 刃幅 0 2Cm l′ 9709
鉄・ブナ(柄 )灰 土撤き時の上掘出し用

■調の ,肖雪
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④ 牛馬飼育用具
かつての農家にとって＼役年・役馬は人事な働き手で

あつたので、その扱いは家族の一員のようであつた。玄

関の内倶]に馬屋があり、飼葉桶が吊してあつた。春の田

怪きはもつぱら牛馬の力に依つたし＼夏に|よ毎日＼飼料

用・堆肥用の草の草刈 l_lに、秋は稲運びに使役した。

冬は夏場の仕事に備えての保養の時期であつたかl~、

秋に採つたフジッパ (葛の葉)や藁を亥Jみ＼米糠や選を
混ぜたものを大鍋で煮ては＼毎日与えた。中でも牛は肥

育も兼ねていたので、濃厚飼料を与えた。

オシキ リ 4-イ ー 72
全長7 5Cm 幅 3Cm
鉄・杉 藁等牛馬飼料裁断用具

全長 00 5Cm 620 9

鉄・木 大根等牛馬飼料突き刻み用具

■馬屋のようす (役牛 )

カイバオケカギ 4-イ ー182
本長さ3 Cm

自然木 飼葉桶を吊す本鉤

ハナカン 4-イ ー 85
径7 9Cm 70 g
真鍮 牛用鼻輪

カイバナベ 4-イ ー 76
口径48Cm 高さ19 7Cm

鉄 牛馬飼料煮込み用鉄鍋

ICm 縄長さ406Cm
馬用手綱

オモヅナ 4-イ ー183
クツワ径6 7Cm 355 g

鉄・藁縄 馬用面綱

コエカギ 4-イ ー 88
全長‖1 5Cn 刃幅13 6Cm l′ 959

鉄・ブナ(柄 )堆肥引出し用鉤

タヅナ 4
金具長さ‖

鉄・藁縄

スマブクロ 4-イ ー 78
長さ99Cm 幅71 8m
木綿 糠等を入れる逆袋
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カイバオケ  4-イ ー 81
口径58Cm 高さ29 3Cm
杉 牛馬給餌用桶



/

Э 横穴開削用具
横穴開肖Jは、冬李の農閑期不」用の作業であり、主とし

て水田の用水を導<ための工事であつた。Ш谷の多い地

形では＼近<に水源があつても、そこがら水路を拓<に
まさまざまな困難である。その点、横穴だと直線的にヨ

丁るし、水路の安全も確保できる。とはいつても、これ

ま大変辛苦の要る作業で＼狭い横穴を掘つてい<わけだ

可ら、暗い中で終始中腰で行う重労lllとなる。

下の写真を見ると、掘肖」に使うツルハシにしても＼ジ

≡リン (鋤簾)にしても＼柄を短<切詰められてtlる。

ツルハシ 4-イ ー 90
全長54 5Cm l′ 5559

鉄・ブナ(柄 )横 穴開削用上掘り具

これは、狭い穴の中での中腰の仕事のため、道具を大き

く振ることができないことによる。掘つた上を運ぶズ _l

箱の箱の下には＼援のような2枚の滑り板づ取 l‐ つけて

あるが、この板は両端が襦の鼻のように反つている。こ

れは、一筋の儀道を往復その再
まヨける工夫であり＼上

の肩縄 (ヨ 綱)に取りつけたIn‐ を前後に掛けがえてヨ<
のである。灯大用具は＼奥に掘進んだ時の照明に用いた。

意た＼右下のフイゴは＼石が出てきた時に使うタガネの

刃の摩滅をイ彦繕する際など＼急場で用いるための用意に

備えたものである。

アカ リ 4-イ ー 97
径7 7Cm 高さ5 4Cm
ブリキ 横穴用灯火(石油使用)

アカ リ 4-イ ー 99
高さ 4 6Cm

金属製 横穴用灯火(カ ーバイド使用)

カタナワ 4-イ ー196
1nl音「長さ298¨  縄長さ102m 230g
自然木・藁縄 ズリ箱用引綱ジ ョリン 4-イ ー 92

全長45Cm l′ 2809

鉄・杉(柄 )上砂掬い用鋤簾

ズ リバ コ 4-イ ー 93
58× 3 Cm 高さ24Cm 5′ 660g

杉・鉄板 土砂運搬用箱揺

ズ リバ コ 4-イ ー 94
578× 3 Cm 高さ24 3Cm 5′ 390g

杉・鉄板 土砂運搬用箱種 (底部)

フイゴ 4-イ ー200
425× 22 5Cm 高さ28 5Cm
杉 横穴開削用金具の補修用フイゴ

一年の中の冬仕事

雪国の人々が冬の仕事を考える場合＼内容的に二つの

「
持が働いているようだ。その一つは、岳日降積もる雪

の対応と＼その雪にとじ込められた中で、し残した稲

=末
を片付けたり、春からの農耕に必要なものや家族た

Iが日常に使う用具類の作製などであつて＼これらは自

三の生活維持のための基本的な仕事である。

もう一つの「冬仕事Jは、夏場の会話によ<出る「い
〒よlltしいがら冬仕事にでも…」という場合である。特

二農家の場合は＼上が見えているうちは仕事に追われる

≡々 が続<のであり＼要するに積雪期は田畑仕事のでき

ない農閑期で暇も見出せる、というわけだ。

たとえば女性であれば、夏場では気にしながらも手の

つかない衣類の繕いや仕立直し＼子供の着物の調えなど

がこの時期に集中する。男性の場合も同様だが＼この中

に出て<る横穴開肖Jなどは、この好例といえる。

営農の研究や、時には趣味・娯楽などもこの余暇をね

らうことになるが、換金できる副業的な仕事に関|いの高

まるのもこの時期で、その意味で顕著な事例は、かつて

盛況を極めた越後縮の生産があげられる。また＼冬llllき

(出稼ぎ)なども形を変えた冬仕事の一つと言えよう。
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口 手仕事用具

i 藁尋[工用具・製品
≡三ニモ丁ろに際し、どの場合にtl共通して意ず行うのが、丁三
T≡
(ハカマ)を遥き取る作業である。これに使う同名こ≡異 I  ~

号三ま誅置換えた形に作られている。次に、こl‐lも一部の電
「
.T ン

可 更う藁を柔軟な繊維 |こするためのワラタタキ (藁打ち)て 万三: 二l
三― |イシという台石とヨコヅチを使うが、これらは各家の二琶二言i
l て二共通した小道具は、切断用刃物・目通しの類であるが、そ二

`丁]て そltぞれに出要とする工具が用意されている (次頁以下参照;こ

I てま写真によつて示すが、これらの中|こスゲ・ガマなどの素に■暴
~■  るのは＼同質の手仕事であ1/~＼ 工具も類似しているからであここ

一・
一̈ｌ

一
ヽ

． 　

．
ヽ

・　

一

一
　

一
一
・

一一一
一
一
・

フラスグリ 4-ロ ー2
童長24 Cm Ho9

`ン
キ 藁す ぐり用 (又木型 )

~ラ
スグリ 4-ロ ー 4

■量1:3Cm 70 9
=―  藁すぐり用 (手の平型)

ワラスグリ 4-ロ ー3
全長2 2Cm 46 9
カエデ 藁す ぐり用 (又木型 )

ワラスグリ 4-ロ ー 0
全長 4 2Cm 92 9

桐・鉄釘 藁す ぐり(熊手型 )

ジ ョウバ イシ 4-ロ ー 6
60× 35Cm

自然石 藁叩き用台石

■藁叩き

ヨコヅチ  4-ロ ー 8
全長26 6Cm 径 6 7Cm 2′ 629
ヤマホウシ 藁叩き用槌

ョコヅチ 4-ロ ー26
全長3 Cm 径 6 7Cm 3′ 231
ヤマボウシ 藁ロロき用槌

ジ ョウバイシ 4-ロ ー 5
55× 34Cm

自然石 藁叩き用台石

刻
測́
動

ス

こ
．
一

ラ

一彙
　
・

一　
　
・

4-ロ ー 8
1139

ぐり(熊手型 )

藁▼<つ 。調整用〕

了Iう藁 (稲藁)の利用は極めてう彩で、そ
≡環面は枚挙にいと法が無いほどで、本図

モその大要が推察できると思う。
jち農家にあいては入手が容易であること

I それにも増して、繊維が柔軟で扱い易
三づ高いので＼雪中の履物など|こは最適な

[とは言つても、実際|こ細工を施すには稲

ても適不適があり＼乾燥具合や適当な湿度

 ́ 用材としての調整処理も懃要とした。
丁三として得 (茎)の部分であるが＼使う

に先立つて下葉 (ハカマ)を掻き取り、細工物とするに

は槌で打つて柔らガ<してから用いる。特周惚 場合には

ミゴ (ヌイゴ =穂茎)を抜 llて、それを使うこともあて

前記の怪き取つた下葉は藁布団に入れて用いた llした。

鈴木牧之は著書『秋LL記行』(文 lTRl l年)にあいて＼肘.

山には藁が無<て不自由していることを間書きしている

ビ＼同地では近年に至る水で、家畜飼料とする葛の葉を

採つて平場地域の藁と交換する習わしが続いていた。

稲作が一般に広<普及する誅では、庶民にとつては■

そのものよりも、藁が必需品であつたのがもしれない。



■コクリ(絢い上げた縄を仕上げに藁で磨 く) ■左より、生ワラ・スグリワラ・ヌイゴ(穂茎)・ シビ(葉 )

〔縦毛スまい〕

絢い方には右撚 りと左撚 りがあ

る。また、用途に応 じて太。中・細

の各種があるが、補強のため三本

然 りにしたり、本綿の布切れを絢

.ヽ込んだ。

スベナ ワ 4-ロ ー 59
全長450Cm 太さ080m
藁 最も一般的に使用

ハ ッテナワ 4-ロ ー 67
全長2′ 400Cm 大さ3 8Cm
藁 稲架用 (組縄 )

ニナワ 4-ロ ー 65
全長582Cm 大さ |― 1 8Cm
藁 荷背負用 (三本撚り・左縄)

藁 ムシ回の縦縄等に使用される細縄

チチブテ 4-ロ ー170
全長65 5Cm 大さ06-4 Cm
藁 田掻きの際に馬鍬に取付ける縄

ワラグツ 4-ロ ー199
ξ≧さ24 5Cn 中冨10 8Cm
藁 スリッパ型短沓

〔クツ組み〕

生藁を藁の穂先まで組編みにし、

F二重ねて踵の部分で芯を束ねる。

4-ロ ー204
(左 )

型ヾ短沓 (半製品 )

■11111111、 単ヽ|`|ヽ1羊着幸:苺:繁11「 8ヽ|'|■・
.・

コデナワ 4-ロ ー 61
全長 40Cm 大さ0 4Cm

ワラグツ

全長58 5Cm

藁 スリッ/
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|ろいろな履物つ<り〕

ノメシ  4-ロ ー30
全長64 8Cm 幅 4 2Cm 高さ20Cm
杉 草難・草履等製作用型

アシナカ 4-ロ ー
~

長さ2 Cm 幅8 7Cm 85, =T
藁 田植等の作業用

ワラジ 4-ロ ー 88
長さ22Cm 幅9 6Cm 9o 9(片 方)
藁 作業用

スッペ  4-ロ ー193
長さ28Cm 幅 0 5Cm 25,(片 方)
藁 雪中の作業・遠出用短沓

スッポン 4-ロ ー 97
高さ32Cm 沓長さ27 5Cm 300 9(片 方)
藁 長沓

一回-82
幅 0 5Cm 58 9(片 方 )
よそ行き用

ゾウ リ 4-ロ ー 78
長さ22 5Cm 幅9 5Cm 63 9(片 方)
藁 作業用

スッペゾウリ 4-ロ ー186
長さ2 5Cm 幅I Cm 95 9(片 方)
藁 内履用スリッパ型草履

シブガラ ミ 4-ロ ー205
全長83 5Cm 幅960m 689(片 方)
藁 踵に付けて藁沓と併用

オソカケ 4-ロ ー206
長さ24 5Cm  幅9 5Cm  150 9

藁 足の甲に掛け草軽と併用

悧
ギ一一

ソ

ニ
ヌ
〓
一

スッペガタ 4-ロ ー4
全長 17 8Cm 幅 1 3Cm

竹・縄 スッペ製作用型
(ス ッペの八先と甲を編む時の型 )

スッペガタ 4-ロ ー44
全長49 7Cm

杉・竹 スッベ製作用型

杉 スッポン製作用型
(ス ッペ型兼用)

“

ツマカケガタ 4
全長42 5Cm

ツマカケ  4-ロ ー207
長さ20 7Cm 幅‖ 5Cm 90 9(片 方)
藁 爪先を覆い草軽と併用

■ワラジつ くり

ノメシ  4-ロ ー28
全長85Cm 幅 7 5Cm 高さ2 Cm
杉 草軽・草履等製作用型
(棒状の突起に経縄を掛ける)

杉 ツマカケ製作用型



〔ミノつ<り〕

ミノは、降雪時の戸外作業

などに欠かせない外被である。

まず、 ミノックビの湾曲部に
縄を巻きつけ、そこにヒロロ

または藁などを挟み込み、横

に組など用いて編込んでいく。

縄はそのまま首にかける縄と

なる。

ミノックビ 4-ロ ー73
長さ26 2Cm 幅22 2m 2009
ケヤキ樹皮 衿首の型

ミノックビ 4-ロ ー75
長さ23Cm 高さ22 3Cm 2′ 3609

杉 衿首の型

長

ヒ

ミノック ビ

全長29 5Cm

杉 衿首の型

4-ロ ー80
高さ7 5Cm

コシタテ 4-ロ ー8
全長 102 5Cm 径 1 3Cm
竹 腰部を作る時使用

ケエシバ リ 4-ロ ー82
全長|l iCm  幅0 8Cm  2 9

竹 材料のヒロロをはさんで通す時の針

ケエシバ リ 4-ロ ー84
全長73Cm tt cm 0 29
竹 材料のヒロロをはさんで通す時の針

トジバ リ 4-ロ ー86
全長 47。m 幅I Cm 09
鉄 紐通 し・綴じ針 藁綱エー般に使用

｀゙..:k、メ1、 _,F
/ 4-ロ ー213
さ108Cm 幅69Cm l′ 5009
回口・藁 降雪時作業用外被

高さ44Cm 幅‖3Cm コモヅチ709(|イ 回)
杉 (ケ タ)・ リョウブ(コ モヅチ)編具

ハツパキは雪中歩行・

あるc藁やガマを材料と
作業に適 した腔当で

して編んでい く。

ミ 4-ロ ー87
長さ56Cm 幅55
山竹・ シナ皮

5Cm

横編糸を掬い日の両端に張る

(箕の転用 )

ハ ツハ キ  4-回 -209
長さ30Cm 105 9(片 方 )
ガマ 歴当

〔ハツパキ編み〕

ハッパキアミ 4-ロ ー88

:

ii

ハ ツ′くキオ リ 4-
高さ77Cm 幅49 5Cm
杉 織具 (ム シロバタ
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―テ I、 米などの貯蔵 。運搬用の入れ物で、コモヅチに
~こ

モ糸 (編縄)をケタ (横木)に掛け、緯糸となる

lFて て、編んで作る。米俵は一般に四斗入 (60k9)
[三 てある。サンダワラは俵の上下に被せる蓋であるc

Ｆ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
―

‐

”

一
一
一

夕

Ｅ
一
三

ン

事
一

サ

ニ
〓
杉

タワラア ミ 4-ロ ー |

高さ33 3Cm 幅 5 2Cm
杉・リョウブ(コ モヅチ)

||

コモヅチ l k9(6個 )

俵用編具

タワラ

長さ95Cn

藁 米俵

ゴザ織り〕
ムシロハタゴ 4-ロ ー90
高さ195 5Cm 幅 53Cm

杉・イタヤ (ヒ )織 具

ゴザ  4-ロ ー29
長さ 75Cm 幅87Cm

藁・ィグサ 敷物

_´
=は屋内用・脱穀作業用の敷物として使っ

た。まず、経糸となる細

■ 1■ こ通 して、上下のケタに張る。そして、ヒで交互に開口させ、サツ

ニ
=モ
■となる藁を通 して、織機のようにして織る。また、ヒを取替える

こ■ 1ょ って、ゴザも織った。当地でのムシロ・ ゴザ織りは 2人で行なった。

ムシ回 4-ロ ー26
長さ262Cm 幅 82Cm

藁 敷物

サ ッコ  4-ロ ー 06
仝長‖2 5Cm 幅2 4Cn 80 9

竹 緯糸 (藁・イグサ)を通す時の鉤棒

＞
サ
ッ
コ
の
先
端
部
（拡
大
）

ゴザオ リヒ 4-回 -00
中冨88Cm  982 9

ィタャ 経縄通 し打込具

サ ンダワラ 4-回 -237
径32 5Cm 厚さ3 5Cm

藁 桟俵

サンダワラ 4-ロ ー238
径33 8Cm 厚さ 3 Cm
藁 桟俵

4-ロ ー235
幅64Cm

タワラア ミ 4-ロ ーH4
高さ30 3Cm 幅 09Cm
杉 俵用編具 (改良型 )



(ツク折り。ツク編み〕

ツク(=マ ブシ)は 、成熟 した蚕が繭を作 りやす
いように工夫 した繭床。ツクォリやツクアミで製

作する。

ツクオ リ 4-日 ―130
41× 48 6Cm 高さ31 7Cm
杉 マブシ製作用具
(4本の棒の間に藁を置いて折畳む)

ツクオ リ 4-回 -32
相部155× 9Cm 高さ26 8Cm
杉 マブシ製作用具
(2本の鉄棒を用いて藁を折畳む)

ツクオ リ 4-ロ ー 31
8× 56Cm 局さ 0 3Cn
杉 マブシ製作用具

ツクア ミ 4-ロ ー 36
幅77Cm  高さ27 5Cm

杉・鉄 マブシ編具

オツツオマキ 4-ロ ー 44
全長300m 439
桐 撚苧巻具

ツクオ リ 4-ロ ー 35
長さ35 2Cm 幅25 8Cm
木 。鉄 マブシ製作用具
(藁 を入れ、左右の把手を交互
に動かして折畳む )

ツク 4-ロ ー286
全長67Cm 幅30Cm 厚さ 7 Cn
藁 マブシ(編み)ツク  4-ロ ー285

23× 2Cm 高さ 8Cm
藁 マブシ (折 り)・ ツクオリ付

〔∃リソ・仕上げ用〕

ヨリソあるいはオッッォは、苧 (カ ラムシ)な どの繊維

を撚 り合せた紐 または縄のことで、ゴザ織 りの際には経

糸などに使 った。藁細工等に用いたカマボウチョウは古

くから当地で広 く使用されており、 トジバ リと共に手仕
事には欠かせない用具である。

カマボウチ ョウ 4-ロ ー147
全長20Cm 72 9

鉄・本 (柄 )切 裁用 (古鎌の刃を利用 )

タタ ミバ リ
長さ15 Cm

鉄  綴 じ針

4-日 -50
89

ハナバサ ミ 4-ロ ー 48
全長 8 2Cm 2 29
鉄 切裁用

ヨリソマキ 4-ロ ー 37
全長54 2Cm 490 9
杉 撚苧巻具
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〔いろいろな藁等細工製品 )

スゲボシ 4-E-21
全長 24Cm 775,
スゲ(タ ヌキラン)こ 千土歩き用外被

メ シ ノグラ  4-ロ ー231
毛 ::「  高さ23 9Cm

= =F=[長
温用

マ ミノ 4-ロ ー214
全長‖OCm 2′ 009
タツノケ (コ シノホンモンジスゲ)
降雪時外出用外被

4-ロ ー214

ホウキ 4-回 -233
全長‖8Cm 195 9(1本 )
ホウキギ ムシロ敷の掃除用

ナベシキ 4-ロ ー226
径3 Cm 厚さ2 5Cm
藁 鍋敷

カマジッタ 4-ロ ー227
径32Cm 厚さ 6 Cm
藁 釜敷

テボウキ 4-ロ ー232
全長34 5Cm 50 9( 本 )
藁 藁の穂先 (ヌ イゴ)を利用

藁 言 i篭

ツグラ  4-ロ ー230
径60Cm 高さ25Cm
藁 育児篭

■マミノ部分拡大

雪晒し
ゆきざら

雪lElし 1事雪
=三
行の晒しの手法である。織上げた布な

どを水に浸 :す ≡■や風に晒して白<仕上げることは広
く行われてし

'こ
■ 雪国では、主として春になつて雪に

水気が多<な f ≡差しも強くなるころ行う。この時期
ま降雪も安定し言モ■きるので、雪上にその物を置しヽて

遁当な期間放置ν 壷然 |こ晒し上がるのを待つのである。
雪晒しでよく短ら7-ているのは越後縮などのそれで、
こD場合は織上げた芍＼款た、着物に仕立てて着用した
_ュ
奮再生
の意味で画す場面が多いが、実際には、原料

■言手の段階＼讀た糸 |こ紡いだものも晒したのである。

右の写真はそれとは別で、作り上げた藁細工品の雪晒

じ風景である。昔から＼藁細工品や竹細工品はこうして

雪にlllすとアクが抜けて柔軟になり＼強<なつて長持ち
するので、自家で使用するものは跡ずこうした。ただし

商
曇午
するもq翼

飛本
ぇが悪<なるので普通はしない。

紙漉き原料の椿皮tlヒカワを除いて雪にlulし、さらに

漉き上げてからもするが＼やはり漂白のためである。法

た養蚕用具などで使い古したものを消毒・洗浄の意味で

することも多い。右中写真の蚕網等がそれである。しガ

じ近ごろ＼この早春の風物詩的風景も遠いものになつた



コエカゴ 4-ロ ー256
ロイ■99× 62Cm 3′ 1309

杉・藁縄 堆肥等背負運搬用篭 コエカゴ 4-ロ ー255
口径9× 56Cm 2′ 9409
杉・アケビ蔓 堆肥等背負運搬用篭

4-回 -255(真 上 )

セナ コウジ 4-ロ ー251
局長さ70Cm 幅34。 m 8609
藁 背負運搬用背中当

モ ッコ 4-ロ ー257
76× 70n 8689
藁 土石等運搬用具
(棒 を通 して 2人で担 ぐ)

タス 4-ロ ー244
長さ42 7Cm  幅32Cm 580 9

藁 運搬用袋 (縄利用)

ニグラ 4-ロ ー246
50× 25Cm 高さ55Cm "o9
藁 運搬用荷篭

セナ コウジ 4-回 -248
肩長さ66 5Cm 幅2 Cm 735 9
藁 背負運搬用背中当

ナワテゴ 4-ロ ー241
47× 25Cm 高さ30Cm 625 9
藁 運搬用手篭 (縄利用 )

セナ コウジ 4-ロ ー249
肩長さ66 5Cm 幅25 5Cm l′ 2409
藁 背負運搬用背中当

テ ゴ 4-日 -240
37× 17Cm 高さ280m 4229
藁 運搬用手篭

一

・

一ヽ

一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一^一一一■
一一一́
一一一・一一一
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ウシノクツ 4-ロ ー266
長さ9 8Cm 幅7 8Cm 厚さ25C∩  659( lE
藁 牛の沓

ウマ ノクツ 4-ロ ー262
長さ20Cm 幅 6 5Cm厚さ2 8Cm 20 9(
藁 馬の沓

ハラオビ 4-ロ ー270
全長229Cm 22 9
藁 腹帯 (牛用)

カイコゴモ 4-ロ ー284
長さ106Cm 幅7 5Cm
藁 養蚕用編コモ(蚕篭の上に敷

シ リゲ  4-ロ ー273
長さ23 Cm 幅24¨  4409
ゴザ・麻縄 鞍 と・め用馬の尻覆じ
(馬の尾に輪を推卜け一方の縄を
鞍に取付けて固定する)

タオイ 4-E-21
全長 73Cm 幅43C●  33[,
藁 (ヌ イゴ)馬 のittt

トツプクロ 4-ロ ー259
5き さ16 5Cm  申冨12Cm 60 79
藁 携帯用砥石袋

トップクロ 4-ロ ー261
長さ 4Cm 幅9 5Cm 47 9
藁 携帯用砥石袋

ワラダ 4-日 -281
径9 Cm 厚さ5 5Cm
藁 養蚕用蚕座

ワラダ 4-ロ ー282
径88Cm 厚さ 5 Cm
藁 養蚕用蚕座

く )

ワラ仕事
ふゆごも

ぁ冒冠F曇言:宦8『曇毯9蟻邊息:こぼゝZ璽植言Σ
仕事があり、家事や育児、それにツッコト (針仕事)も
ある。男たちは稲始末やセッツキが終ると＼雪掘りなど
もしながら＼春本山の始詠るころ故で藁仕事に専念した。

藁仕事は本来、直接収入につながる仕事ではなかった

が＼自綸自足で生計を立てる農家では重要な仕事で、夏

場の農耕用具から、家族の履物から被物＼家の敷物類な

ど大変な量を助要とした。例えばヮラジや馬の沓などの
ように、それらは日で消費される物なのである。

若い男たちには、前記のような力仕事があるので、藁

仕事の専従者は専ら老人であつたが＼缶日のことであっ

たがら、老人たちは時折＼藁の幾束がを持って気の合つ

た者の家に寄合って、茶話に花を咲かせながら＼一つの

楽しみとして作り続けた。しかし、若者たちにとっても

この技術は習得してお<べき基礎的な要件であったがら、
折をみてはこれに従事した。この点は男の子たちにも共

通してtlて＼幼いころがら縄ないなどをした。

近ごろ話題のアンギンtD藁仕事の中に位置づいており

―冬に一着は作るものとされていたという。
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② 竹細工用具・製品
竹細工も雪に闘ざさ■た農閑期の仕事であったが、藁
仕事が主に自家用品の製 1/Fを目的としたのに対し、こll
は換金を目的とし r_tハたから＼冬季の副業として位置づ
けられていた。これを大き<支えていたのは＼原料のLL
TTが周辺に自生していて入手し易がったことと＼換金の

場として節季市が定期的に開設されていたことである。
竹細工用具の主要なものは＼写真で示すように極めて

限られる。Ш竹採取用の鎌、竹害J錠＼TT害」用刃物、竹ヒ
ゴ整形用のヒゴ通し、ヒゴ弓き＼編む竹を通す時のメサ

シ＼ザルの縁の型などで＼ヒゴ通しを除けば、ほとんど

が他の日常用具で代用できるものばかりである。

工具の不」用は材料つ<l_‐ と製材に限られていたし、製

品の組立はすべて手に頼っていた。これらのことからみ

ても＼この仕事は雪国農家の副業にふさわしtlものであ

つたと言うことができる。

技法から製品を見ると＼ザルロ編みのもの、これと編

目の類似した丸型のボテ及びカゴロ編みのものに大別で

きる。こllらはすべてLL竹を素材としているが＼写真の

ザマカゴのように孟宗竹などを用いたものも希 |こあった。

〔竹細工用具〕

材 料 採 取

日陰 に保 管

ヒ ゴ ロ通 し

([雪  日西  し)

タケキ リガマ 4-ロ ー291
全長46Cm 218 9

鉄・木 (柄 )竹 t71り 用

タケ ワリナタ 4-ロ ー293
全長38 6Cm 385 9

鉄・木 (柄)竹 割り・ヒゴ作り用

カマボウチ ョウ 4-ロ ー294
全長26 5Cm 218 9

鉄・木(柄)ヒ ゴ切断・竹削り用
(古鎌の刃を利用)

ヒゴヒキ 4-ロ ー298
全長 4 2Cm 90 9
鉄 ヒゴ トォシにかけたヒゴを
引抜 く時使用

ヒゴ トオシ 4-ロ ー297
67 2Cm× 6 7Cm 呂さ8 2Cm
杉・鉄 ヒゴの画取り用

タケキ リバサ ミ 4-ロ ー299
全長 8 8Cm 94 9

鉄 ヒゴの切断用

ザルガタ 4-ロ ー301
長さ57 5Cm 幅50Cm
山竹 ザル縁の型

ハナバ サ ミ 4-ロ ー300
全長 8 3Cm 2 29
鉄 ヒゴのtyl断用

=・
(く、

メサ シ  4-ロ ー303
全長 8 5Cm 50 9

鉄・杉 (柄 )竹 綴 じ用錐
一一一一一一一（

一
´
（
´
（
一　
｝）
ヽ́
二

一（

壕ξ§曇璽警堡醤鳶曇蒻ヅ譴篤鰺蓼議鍛議機継讐蓼濃ゞ“
‐

メサシ 4-ロ ー307
全長 4Cm 24 9
鉄 。その他 竹績 じ用錐

:::::'ポ導:         、ヽ、,
メサシ 4-ロ ー305
全長23 9Cm 60 9

鉄・その他 竹綴 じ用錐

禾」 用

●節季市で売る

●自家用
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、事て  _E′

コメアゲザル  4-ロ ー309
長さ43Cm  中冨30 5Cm  273 9

山竹 洗米・水切 り用

マメ ドオシ 4-ロ ー355
=径 58Cm 高さ15 3Cm  840 9
■竹 豆等選別用

ワンカゴ 4-ロ ー323
口径89Cm 高さ21 5Cm
山竹 食器水切り。格納用

チャワンカゴ 4-ロ ー325
口径43Cnl 高さ19Cm

山竹 食器水切 り・格納用

シメシカゴ 4-ロ ー350
口径75Cm 高さ53Cn
山竹 オシメ乾燥用

タネモンカゴ 4-ロ ー351
口径31Cm 局さ37Cn
山竹 種子物入れ

クズカゴ 4-ロ ー347
口径 7 5Cm 高さ33 6Cm
山竹 層篭

ヤサイザル  4-ロ ー33
長さ5050m 中冨44 5Cm  435 9
山竹 野菜洗い用

マ メ ドオシ  4-ロ ー353
ロイ発55Cm 高さ13 5Cm 690 9
山竹 豆等選別用

ワンカ ゴ  4-ロ ー322
口径53Clll 高さ26 5Cm

山竹 食器水切 り・格納用

ボテ 4-ロ ー320
口径31Cm 高さ14Cm 200 9
山竹 丸型篭

タマ リ トリ 4-ロ ー332
口2E22Cm 高さ1680m
山竹 味噌のタマリ取り用

テカゴ 4-ロ ー336
口径30Cm 170 9
山竹 手持用篭

オ トシカゴ 4-ロ ー345
口径4 Cm 高さ48 6Cm
山竹 便所用暦篭

),●‐

カ ンジキ 4-ロ ー348
長さ37Cm 幅27Cn 146 9(片 方)
山竹・藁縄 道踏み・雪上歩行用輪楳

一１

―

ゝ

ｔヽヽ
・・・・・、一一一一一一（一一ｈ

一一一峰

一・一一一一一一
一一一一一

〆
占
経

ジ ョウゴ 4-日 -356
口径56Cm 高さ34 8Cm 650 9
山竹 米の俵詰め用漏汁
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クワカゴ 4-ロ ー38こ
口径55Cn 高さ57C●  |,61,
山竹 桑とり用 (大型 :

イキヌキ 4-ロ ー367
長さ69 5Cm 口径9 5Cm
山竹 収納繭換気用

フクベ  4-ロ ー368
口径 14 8Cm 長さ23 5Cm

竹・和紙 篭型糸巻

カイコカゴ 4-ロ ー366
06× 77 5Cm

山竹 蚕座用平篭

スカ リ 4-日 -349
長さ7 Cm 幅42Cm 320,(片 方)
山竹・藁縄 深雪用大型輪線

クワ トリカゴ 4-ロ ー357
ロイ蚤42 3Cm 高さ35Cm 855 9
山竹 桑とり用

▲六ツロ編み (カ ゴロ編み )

▲ザルロ編み

・
´
　
二

「
一
〓
　
．
一

ザマカゴ 4-ロ ー365
ロイ蚤52Cm 高さ63 5Cm  3′ 5009
孟宗竹・山竹 桑とり用

トウジカゴ 4-ロ ー333
全長34Cn 60 9
山竹 蕎麦等湯通 し用

ビク 4-ロ ー369
口径 |.6Cm 高さ 9 3Cm 98 9
山竹 魚篭

ドジ ョウツヅ  4-ロ ー375
ロイ塁1 2Cm 高さ36Cm
山竹 篭型答

戯 炒 撫 蛉 錘 釉 量 釉 鶴 文 島 億
▲チャワンカゴなどの側面の編み方

▲カゴ縁 (縁部 )

▲ザル縁 (縁部 )

▲菊底 (ボテの底部 )
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マワタムキ 4-ロ ー378
全長57 6Cm 幅27 2Cm
朴 真綿整形用木枠

ハンギ レオケ  4-ロ ー382
口径39 8Cm 高さ21Cm
′` 真綿整形用繭浸し桶

ワタコガタ 4-ロ ー390
径58Cm 高さ 2 1Cm 65 9
竹・和紙 鰻頭笠式■_(古笠の転用)

(内 lBl)

ソデナ シガ タ 4-ロ ー394
長さ65 8Cm 幅52 3Cm 874 9
杉 袖無用型板

ハケ  4-ロ ー398
全長 5 5Cn 30,
杉・毛 ltl昂 Jき 用
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ヮタコガタ 4-ロ ー391
径52Cm 高さ 2 5Cm 295 9
竹・和紙 霞頭笠式型 (古笠の転用 )

マワタカケ  4-ロ ー384
4× 32Cm 高さ5 Cm
ブナ・】 真綿整形用

■仕上がった真綿をマワタカケの釘

に推卜けて形を整える

130

ワタコ 4-ロ ー402
長さ44 5m  幅44 5Cm  94 9
真綿 背中覆い

ナベ 4-ロ ー395
口径 5Cm

銅 布海苔を煮るi品

１

　

年

一

■玉繭 (左 2点 )と 繭 (右 2点 )



④ 網つくり用具
川漁をする人たちは、冬のうち|こ漁網を補修したl‐＼
新し<編んだりした。志ずはじめに網糸を用意するで＼
その材料には越後縮と同じ素材のカラムシ 存 麻)を使
い＼これを太めに苧績みして撚りをかけて＼さらに2本
縄のよう|こ合せて用いた。これをウグイス針に巻き＼コ

EE想月の寸法を巻妙て編んでtl<。 結び方には、本目
と蛙 股があった。投網の類は、網の下の縁にアシとllう

重りをつけるが＼これも鋳型で自製した。網は楠渋に浸

して補強した。

ヨリソ 4
37Cm× 23Cm

カラムシ 魚網用撚糸

コマ  4-ロ ー43
長さ4 8m  幅 1 8“
竹 魚網用綱 目定規

瘍 篠 議鑢

'

コマ  4-ロ ー44
長さ5 6Cm 幅 1 8Cm
竹 魚紀用綱 目定規

1 9 19

ヨリカケ  4-ロ ー404
高さ25 5Cm 55 9

桐・竹 綱糸作り用紡fi車

ナゲステァ ミ 4-ロ ー420
全長233Cm 4′ 2309
本綿 鮭とり用投網

ウグイスバ リ 4-ロ ー407
全長 2 1Cm 幅 I Cm 59
竹 魚網用編針

アシイガタ 4-ロ ー47
33× 4 9Cm 71 9
砥石 投網用重 り鋳型

■`11tl1111:111''・

カメ 4-ロ ー48
口径36Cm 高さ3 5Cm
陶器 魚網用柿渋入れ

t'「I●■二■1魃 ‐
・
‐

ウグイスバ リ 4-ロ ー408
全長 6 8Cm 幅 4Cm 59
竹 魚綱用編針

アシイガタ 4-ロ ー46
3× 6 8Cm 60 9
砥石 投網用重り鋳型

鰊  魃

躙 躙 魃
アシ  4-ロ ー423

曇
さ
LttЪ』警
HD

■ナゲステアミでの魚とり

一ロー422

・

菫

，・
・ヽ

））

蕊・ ― 薇
…
ⅢⅢ
…
、
・

蜀

■アシの取付け部分 (拡大 )
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ハ 春木山等用具

① 春木山用具
春本山は、春先に出に入つて焚本を採つて来ることを

言うど、この言葉に一括される作業は一様ではない。焚

本を家誅で運ぶ儒ヨ|きも主要な仕事なのだど、橿は運搬

具として別項に入れた。

銘鎌・銘は柴本のメ」取り|こ主として用い、発わ類及び

カナヤ (=楔 。木製のものもある)は、コロとする太木
の伐lTIこ使つた。マサカリは伐採 |こもl_●うが、薪割に主

として使用した。トチガネは伐採した太本を移動すると

き＼本□に打込んでヨ|<た めの用具である。

ナタ 4-ハ ー 4
全長37 3Cm 630 9
鉄・木 (柄)柴 採取用

テマガ リノコ 4-ハ ー 8
全長7840n 6559
鉄・桐 (柄)コ ロ採取・裁断用

カナヤ  4-ハ ー 0
全長 79C田  幅4 3Cm l′ 209
鉄 コロ採取・裁断用

トチガネ  4-ハ ー 6
長さ13Cm 径 7 Cm 250 9

鉄 コロ引出し用

カナヤ  4-ハ ー2
全長 4 9Cm 935 9

鉄 コロ割 り補助用

マサカ リ 4-ハ ー20
全長650m l′ 5009
鉄・イタヤ(柄 )枝 打ち用サバ ノコ 4-ハ ー 4

全長‖5 9Cm 555 9
鉄・桐 (柄 )コ ロ採取・裁断用

■ボイニオにトバをかけているようす

ナタガマ 4-ハ ー |

全長45 2Cm 460 9

鉄・木(柄 )柴採取用

マサカ リ 4-ハ ー 6
全長95 3Cm 6′ 3379
鉄・イタヤ(柄 )コ ロ採取・裁断用

マサカ リ 4-ハ ー 7
全長84 8Cm l′ 8609
鉄・イタヤ(柄)コ ロ害」り用

ハルキヤマについて

春本Шは＼春の彼岸が終わつたころから一斉に始まる。

こ3仕事は＼遠い雪LLへ出ガけることと＼伐つた薪を橿
で運んで来ることが懃ず付随するから、日足が伸びて、

雪が固<締まり、雪上が歩きやす<なる時期になつてか
らIIわれる。春本山を始めるに先立ち＼讀ず同じ方向の

ニヘ行く人達が協力し合つて、橋道を作る。

薪 |ま＼秋に伐つて＼その場にニオに積んで置き、春本

上の環|こ i~9ぶことが多いがら＼橿ヨきは春本山の主要な

仕事である。雪上を進む棲は水上をゆく船のように、無

雪≡では者えられない地形でも直線的に行<ことができ

る。谷や林の中でも＼高低も障害物も雪が覆って<れる
ので、その上に橿道を作ることができる。春木出に限ら

ず、棲弓きには雪は不可欠の要素であるので、月ヽ雪の年

など地表や小本が露出していると大いに支障を来たす。

人々 |ま春の日長いつぱいに働くが＼強い日差しと雪の

反射光線 |こよる雪眼 (眼の充血・痛みなどの障害)でき
労した。その予防にメスダレをつけたが＼効果は薄がつ

た。人での顔は日焼けで真つ黒。春耕を考えると雪消え

を早めたいが、この仕事は雪のあるうちが勝負だ。彼岸

がらは、昼寝と中飯が始まる。
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② 炭焼き用具
当地で焼がれた本炭で主としたものは、白炭と黒炭で

あつて、いずれも石や上で築いた炭焼窯で焼 <。 白炭は

焼けて赤<なつた状態の炭を怪き出して、土などをかけ

て消すが、黒炭は窯の中の資が消えてから取出す。

黒炭の場合は窯|こ入つて作業できるが、白炭は熱<て

入れないので、続いてll■ <時は外部から,テマタを使つ

て原本を窯の中|こ立て入れる。訳た、焼けた赤い炭を外

から怪き出すので、工 ンヽプリの柄は長<してある。

できあがつた本炭は＼炭俵に詰めて家まで背負つて運

ぶが、炭俵の材料は茅で、毎晩夜業をして編/11だ。

ス ミキ リダイ 4ハ 37

全長59Cm

ナラ 炭切 り台兼定規

:螂
タテマタ 4-ハ ー25
全長 71 7Cm 2′ 3059

鉄 。杉 (柄)原 木を窯に立て入れる時使用

エ ップ リ 4-ハ ー30
全長220Cm l′ 7659

鉄 焼けた炭の掻き出し用

スベカキ 4-ハ ー34
全 長 7 Cm 520 9

ブナ・ヤマザクラ(柄 )

焼けた炭にかける灰の掻き寄せ用
クマデ 4-ハ ー35
全長4 2Cm 290 9
杉・五寸釘 炭掻き出し用

ス ミキ リノコ 4-ハ ー36
全長57.3Cm 70 9
鉄・杉 (柄)炭切 り用

スミダワラアミ 4-ハ ー42
高さ4 Cm 幅‖8 8Cm
コモヅチ 09(1個 )
杉 ,その他 炭俵編具

¬
1:|
長ら

の年

す。

雪の

でき

:なつ

:消え

彼岸

ス ミダワラ 4-ハ ー40
高さ56Cm 径40Cm
茅・柴 炭収納用俵

セイタ 4-ハ ー47
高さ60 2Cm 中冨28 9Cm 2′ 0009

杉 炭俵背負運搬用背当板

|′ 1709(本竿)3′ 8609(分銅 )
石 (分銅)炭 俵計量用

ニズ ッポ 4-ハ ー48
全長85 5Cm 475 9
桐 荷杖

・・・一　

　

　

　

　

　

　

　

一゙ヽ

ス ミトオシ 4-ハ ー38
長さ62Cm 幅52 8m
山竹 灰炭選別馬

■炭焼小屋での俵詰め

ジ ョリン 4-ハ ー33
全長98Cm l′ 7209

鉄・ブナ(柄 )

焼けた炭に灰をかける時使用 |:

サオバカ リ
全長 28Cm

鉄・木竿・

つ
０
つ
０



③ 薪拾い用具
まきひろ

薪拾いは、運
=三
こ言えゴそれを仕事として専念することは少な<、 普通は二

稼ぎやEJ~良 I事 :可 三T]うにすることざ多かつた。たとえば農家などでは、仕事

の行さ号j二 百三言 _て枯れ枝などを見つけておいて、背負つて帰るのビ日常的

で万T三 :ト ニ_■'還く、山林も持たない家などの場合は、常 |こ薪拾いに気配り
すぎつぼ

,こ 4要■,IIン 、缶朝の焚きつけ用に、よ<燃立つ杉葉が欲し<て＼日の吹
モヨ:■ 二

=た
 こ出かけた。この杉葉拾いは、子供たちや老婆の役害」のように

_■ _こ 不可多なつた。

_三 可Tて 薪拾いの用具といえば＼拾い集めた薪を入れる容器であり＼それ
モ運′_て天こ

=め
の運搬具が主なものであつた。その意味では＼下の写真の用具

二了異貢なものビ含志れている。その点については、下段で改めて説明する。 ■杉の小枝を集めて杉葉

拾いの準備をする子供

ニナワ 4-ハ ー49
全長640Cm 太さ14～ 2 5Cm 315 9

藁 。本綿布 枯枝等背負用

ザマカゴ 4
コイ蚤57 5Cm

孟宗竹・山竹

―ハー50

高さ71 5Cm 4′ 1809

杉葉等背負運搬用

タキモノヒロイカンサツ

5ミ さ7 70m  中冨4 5Cm  10 9

杉  役場発行鑑本し

全長7 4Cm 大さ |-2 Cm 485 9
藁 危険予防用綱

オキイシ 4-ハ ー55
3×  5=η  l′ 2759(大石 1個 )
川原石 ‐T有者標示用

―
ヅ

焚物は、年El―日として無<ては暮らしが立たなtlも
Dだが、冬はなあさらである。議た＼不時の出来事によ
る消費もあり、限られた量を焚きのばすためにも薪拾い

をした。

上の写真の用具に命綱・トビグチ・置き石というもの

があるが＼これは川辺近<に住む人たちが、信濃川など
ザ増水した際、流されて<る流本 (ガス)を拾う時 |こ使
TIも
の
である。川岸にll上げられたガスはひと誅ずあ

て 濁流とともに流れ下る流本を拾い上げるのは＼ま
三二全づけである。流れてくる本にトビグチを打込んで

三詈I 流れ |こ逆らってヨ上げることになるので極めて

134

トビグチ 4-ハ ー52
全 長 91 8Cm 655 9

鉄・竹(柄)ガス(流木)31上げ用

危険な作業である。この時、弓込きれて流されないよう

に腰につけて本株などにとめてお<のが＼命綱であるc

打上げられたガスの配分方法は所によつて一様でな

が、自分が拾つたガスの所有権を標示するのが置き石て

あり＼これを集めたガスの上 |こ置いた。

もう―つの「焚物拾い鑑本しJは、記名のある山田さ′

が＼他人の持ち林で薪拾いしたことでトラブルがあつ三

時に立入りできるようにと村役場が発行したものであ■

て一般的ではないが、薪拾いが生活権にもなかわるここ

を示すものとして興味深い資料である。



二 狩猟用具

十日町市域で行われた狩lllは、希に熊を仕留めること

もあるが＼主として小動物が対象である。中でも多く見

られたのは野兎猟で、それも戦時中の軍の需要期を除け

ば、冬季のレクリエーション的なものであつた。今回収

集したものは＼それに重点を置tlている。

野兎猟l_銃を使うようになるのは＼一般的には昭不□の

初めころからである。それ誅では、傾いた本に雪が降積

盤
でできた雪穴の入□にひそんでllる兎に物を投げて威

嚇し、それ|こあびえて雪穴に穏れ、本の根元に入つたと

ころで出□をる、さいでなら掘出して捕える、という猟法

ヽヽ か く

〔威嚇猟用〕

■ワグラを投げるようす

ベエ  4-二 ― |
長さ85Cm 260 9(本 )
杉枝 野兎威嚇猟用投榔物

マ ト 4-二 -5
径30Cm 2 01( イ同)
藁・赤い木綿布

野兎威嚇猟用投椰物 (桟俵■

であつた。他のん法 |こは、兎の通り道に針金でイ乍つて仕

掛ける罠どあつた。

物を投げてllllす用具の一種に秋Ш郷のドーナツ型のワ

ダラ (東北地方ではワラダ)があるが、今回当地で収集
したものは、本の枝で作つたべ工＼ワラヅト状のズッベ、

桟俵型のマトの三種類であり＼これを投げる動作をマト

ブチ・ズッベブチなどといつた。べ工は山で現地調達し

て使うものであり＼他は家から用意してい<が、ズ ンヽペ

は現場でツトの中に雪を入 l‐lて重さをつけてから投げる

ものである。

ズ ッペ 4-二 -4
全長67Cm 95 9(1本 )

藁 野兎咸嚇猟用投椰物 (藁 ヅ ト型)
中に雪を詰める

ベエ  4-二 -2
長さ68Cm 240 9(1本 )
クル ミ枝 野兎威嚇猟用投椰物

マ ト 4-二 -7
径29 5Cm 263 9( イ回)
藁 野兎威1赫猟用投椰物 (桟俵型)

ワグラ 4-二 -8
径27 3Cm l159
貫・木片 野兎威嚇猟用投瑯物 (円盤型)

ワグラ 4-二 -0
径33Cm 98 9
藁・本片 野兎威嚇猟用投榔物 (円盤型)

）
一っ
）
（
ン

イ
）
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要員用〕

フナ  4-二 -2
圭金全長 248Cm
i「金 野兎捕獲用 (兎の通 り道に張る)

〔その他伝統猟用〕

トラバサ ミ 4-ニ ー 4
奎長20Cm 幅 oCm
i「 イタチ等小動物捕獲用

ワナ 4-二 -3
俸長さ90CT :一金長さ33Cm 針金径 H Cm 20,
雑木・針金 野見1南濃用(兎の通 り道に仕掛ける)

黎

ヤ リ 4-二 -6
全長 98Cm l′  59
鉄・木 (柄 )突 具

鞭 壕

/
トリダシボウ 4-二 -8
全長57Cm 9o 9
木の枝 アナグマ等取出し用

鰈 粽 尤
:・

~‐

ヤ リ  4-二 -7
全長 35 7Cm 652 9

鉄 。本 (柄 )突具

〔鉄砲猟用〕

テッポウ

全長 00Cm

鉄・その他

4-二 -9
2′ 7109

猟銃

魃 岨 ‐

ャ ッキ ョウ 4-ニ ー2
全長7 4Cm 径 2 Cm

真鍮 火薬を詰めた容器

ヤ ッキ ョウバ ン ド 4-二 -30
全長80Cm 幅6 8Cm 280 9
牛革・その他 英爽入れ

タマツク リドウグ  4-二 -20
鋳型全長37Cm 480 9
鉄 。その他 散弾作り用

カヤクバカ リ

全長 2 5Cm

真鍮・その他

フタキ リ 4-二 -25
全長 8 Cm

鉄 薬大の蓋作 り用

4-二 -22

火薬計量・掬 い込み用

・

　

一

一
　

　

　

一́

タマツメ 4-二 -29
全長 13 1Cm

鉄 。その他 薬女の弾詰め用

■仕留められたツキノワグマの毛皮
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〔処理用。その他〕

ククリナワ 4-ニ ー34
全長356Cm 37 9

藁 捕獲した兎の背負用

轟よ■_

コガタナ 4-二 -36
全長22 2Cm 55 9

鉄 。その他 皮剥・解体用

ハ リイタ 4-二 -37
長さ89Cm 幅34Cm

杉 皮張板 (兎用)

ハ リイタ 4-二 -39
長さ138 5Cm 幅77 8Cm

杉 皮張板 (兎用)

ハ リイタ 4-二 -40
長さ 32 5Cm 幅43Cr

杉 皮張板 (狸用)

ハシゴ 4-二 -35
長さ318Cm  幅42帥

杉 獲物吊し用(皮瀾]・ 解体用)

',●
、●～、、|…k=1・

‐‐
・弯ず

111'

ウサギ汁あれこれ

捕つた兎の肉や毛皮の換金を目的とする猟師も少数ながらいたが、それも農耕

の余暇を見てのことで＼冬季に限つた仕事であつた。大方の場合は冬籠りの仕事

の手の空いた時など|こ、若い衆たちが誘い合つて出がけるtlのであつた。

獲物があれば＼家に持ち帰つて早速皮を最」ぎ＼肉を亥Jんで兎汁をつ<り＼仲間

の家族や時 |こは近隣の人も呼び集めて賑やかに会食する。肉汁といつてもネギや

豆腐でも入れば大御馳走。普段、肉など食べることのない時代だつたから。

肉を取つた骨だつて決して無駄にしない。細が<演して団子にし、汁に入れて

煮て食べた。骨は、石か竪本の台の上で＼館の背 (ミネ)を使つて□日いて粉で |こ

演す。台石が砕けて混じらないように＼アブラ石と呼るや硬質でなめらかな石を川

原から拾つて備えてあいた。これが唯一の動物性の蛋白源でもあつた。

ホネツプシイシ 4-二 十44
345× 30 5Cm 呂さH Cm
自然石 兎骨叩き台石

ハ リイタ 4-二 -38
長さ79Cm 幅27 8Cm

杉 皮張板 (兎用)

ハ リイタ 4-二 十4
長さ91帥  幅 15 6Cm

杉 皮張板 (イ タチ用)

ウサギ トリカンジキ 4-二 -46
長さ45 2Cn 幅40 5Cm 285 9(片 方)
山竹・藁縄

野兎猟用雪上歩行用輸裸

■
肉
と
骨
を
潰
し
て
い
る
よ
う
す
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ホ 諸職用具

① 本挽き用具
本挽き職の仕事の大要は、本をll‐採して用材にするこ

とと、板 |こ挽分けることである。ここに集めた伐採用具

を見ると、その本を優Jそうとする方向にウケという切□

をユキ・マサカリなどで入れ、その反対方向からダイギ
|り (=横挽 鋸。志たはマドノコ)で切込んで倒す。この

とき出要に応じてヤを打込む。誅た、雑木類や桐材など

で根張りのある時は＼ユキなどでそ検を肖Jり取つて根元

から切る。これを＼根を巻<という。倒した本は枝をユ

キ・銘などで払tl、 用材として出要な長さに玉切る。

(伐採用〕

搬出・運搬は他の人の'I事
二

するためにキマワシなど搬二≡

板挽きの基本的な用具は、T

Iン 易いように

_ていた。

う大型の縦挽

．・
．

一一一一一
・

ィ
一

二
ヽ
二
一．
´́

一
．

´
一

一
二

一一一一（

一
一

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
・
・
・
・
口
個
□
日
■
■
‐■ヨ
■
■
■
■
■
■
口
■
ヨ
■
日
■
日
■
■
■
■
■
□
■
一
■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ダイギ リ 4-ホ ー 3
全長83 5Cm 7 59
鉄・桐 (柄 )伐採用横挽鋸

ダイギ リ 4-ホ ー 5
全長 00 5Cm l′ 0409

鉄・桐 (柄 )伐採用横挽鋸

マ ドノコ 4-ホ ー 9
全長 550m 2′ 3309
鉄・桐 (柄 )伐採用横挽鋸 (改良型)

マ ドノコ 4-ホ ー H
全長 03Cm 823 9

鉄・桐 (柄 )伐 採用横挽銚 (改良型 )

鋸で、本挽き職を象徴する道具モ:こ ] 三二柄首の長 _l

シンギリがあるが、直径の超大なTモ■<持、両方から

挽llても本の心が切れない場合こ≡ I=
普通の板挽きには、リン・リン■二 う■本を組み、
それに材を立てなけて上がら挽<が、行こ長い材の場合

は、写真に見るように横に置いて勇<こ こもある。なお

リンギの横本は、上下に移動できるようこ結束しておく。

ソマ ユキ  4-ホ ー 4
全長65Cm l′ 6509

鉄・イタヤ(柄 )伐 採・枝打ち・はつり用

ソマユキ 4-ホ ー 5
全長88 4Cm 2′ 9909

鉄・イタヤ(柄 )伐 採・枝打ち・はつり用

オ / 4-ホ ー17
全長84 8Cm l′ 4009

鉄・イタヤ (柄 )伐 採・枝打ち・はつり用

マサカ リ 4-ホ ー22
全長96 2Cn 3′ 0069

マサカ リ 4-ホ ー 9
全長 86 3Cm 2′ 3609
鉄・イタヤ (柄 )受 口切込み・根巻き用
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建てる家の坪数に応じ

た材本の石数を見積る。

キヤ  4-ホ ー26
全長28 9Cn 370 9

イタヤ 楔

カナヤ  4-ホ ー29
高さ23 4Cm 2′ 359(右端 )
鉄 楔

ナタ 4-ホ ー37
全長4 5Cm 630 9
鉄・イタヤ (柄 )柴採取用

カンブチ 4-ホ ー34
全長65 9Cm 2′ 7609

鉄・イタヤ (柄 )枝 打ち用

木を倒すイ則にマサカ

リなどで挽いて倒す。

りなどでウケという切込みを入れ、反対側からダイギ

キンシャ 4-ホ ー33
全長42Cm 幅 4 5Cm 5 4k9

鉄 滑車 (ロ ープと併用)

ロップ 4-ホ ー32
全長480Cm 790 g(上 )全 長724Cm l′ ‖Og(下 )
麻縄 常備用ローブ

カケヤ  4-ホ ー30
全長84 3Cm 2′ 7909
ケヤキ・イタヤ キヤ・カナヤ打込み用

〔玉切り用〕

テマガ リ 4-ホ ー40
全長75 5Cm 495 9

鉄・桐 (柄 )手 曲り鋸

ヤマ /コ  4-ホ ー44
全長 05 5Cm 456 9

鉄・桐 (柄)柄 長横挽鋸
チ ョウナ 4-ホ ー38
全長5 Cn 660 9
鉄・本 (柄 )用 材の荒 ll lり 用
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頼 >

挽

を運び出すc

境 (と きはリン
ニ こ可を立てかけ

をことが多いが、

長 ミのものは横に

置 き、鋸を横にt71

込んで挽 く。春先、雪原が固 く凍みてから、ヤマゾリに乗せて材木

〔な出用〕 〔板挽き用〕

キバ ン 4-ホ ー48
仝長30 4Cm 223 9

銅・ 本 (柄 )  刻 E日

カワムキ 4-ホ ー58
全長5 3Cm 424 9
鉄・杉 (柄)杉 皮剥ぎ

リンギ 4-ホ ー59
高さ254Cm 幅 60Cm
杉 材本立撞卜け用

鱚
リンクギ 4-ホ ー60
全長6 5Cm 32 9

鉄 材木固定用釘

マガ リカネ 4-ホ ー6
49X24 3Cm  85 9

鉄 曲尺

アワセジ ョウギ 4-ホ ー62
長さ9 Cm

杉 平面点検用定規

ス ミサシ 4-ホ ー66
全長24 3Cm(上 )

竹 星かけ用具

瞼

鬱

砕

“

餃 颯 蝙 鰈 勒
冬

ス ミツボ  4-ホ ー63
全長23 5Cm

ケヤキ 墨かけ用具

―
‐
…
‐
‐
‐
‐
‐‐
‐
日
田
日
１
１
１
１
月
旧
田
目
日
■
■
□
目
■
ヨ
■
■
目
■
■
■
■
■
■
■
日
■
■
■
■
一
一
一
一
一
一
□
一
日
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

テンカギ 4-ホ ー5
奎長 78Cm 2′ 559
表・本 (柄 )木 材操作用

キマ ワシ 4-ホ ー54
全長 49 4Cm l′ 9409(柄 )
全長40Cm l′ 0309(釣 )
鉄・ナラ(柄)木 材操作用

ツル  4-ホ ー52
全長 130Cm 2′ 5009
鉄 。木 (柄 )本 材操作用
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マエビキ 4-ホ ー74
全長82 8Cm 2′ 5509
鉄・桐 (柄 )・ 杉 (翰)縦 挽鋸

シンギ リ 4-ホ ー98
全長 33 9Cn 3′ 0509
鉄・桐 (柄 )縦挽首長鋸

本挽き職人

昔の本挽きさんは、たとぇば家を建築する時など＼そ

のあおよその設計から用材の見積もりまでしたものだとい

われ、特に雑木類を多<使つた古い家などでは、手斧や
∃

き2ぶ3署層 蜃 鰹 慧 ど卵 贔 曹 」訴 菫檬凩
揮をとったものだともいわれ、大工が主流になっても本

挽き棟梁は大工棟梁と同じ<丁重に1/1われた。
単に本挽きと言えば、板や材を挽分ける職人だが、実

際はキコリ(樵夫)も兼ねていて、山に入つての仕事も多

かつたので、山に試つわる昔話など多<伝承していた。

マエ ビキ 4-ホ ー75
全長87 5Cm 3′ 509
鉄・桐 (柄 )・ 杉 (Ill)縦挽鋸

ノコギ リイ レ 4-ホ ー ol
長さ91。 m 幅29 5Cm 2′ 7759
杉 背負用幹

●

曜

ツカ ミ 4-ホ ー67
長さ31Cm 500 9
鉄 材木固定用カスガィ

カナゾチ

ツカ ミ 4-ホ ー70
長さ226。 m 3009(右 )
鉄 材木固定用カスガイ

ツカ ミ 4-ホ ー69
長さ74 5Cm 440 9

鉄 材木固定用カスガイ

全長3 3Cm
鉄・ナラ(柄 )

4-ホ ー72
7609
カスガイ打込み用 ■マエビキ頸部の銘「七郎右衛門」 4-ホ ー81
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〔鋸調整用〕

メフリ 4-ホ ー‖7
全長 2 8Cm 65 9

鉄・本同(柄 )あ さり出し(目 振り)用

〔そ の 他 〕

コビキショウゾク
衣裳―式

4-ホ ー 25

ヤ ドウグ 4-ホ ー 26
全長365Cm(左 )308Cm(右 )
杉 屋根祭用

142

ヤス リ `
全長28 3tT

鉄・本■「

カナ トコ 4-ホ ー 8
長さH8Cm 975 9(鉄 )
径 14Cm 高さ12 5Cm(桐 台)
あさり出し(目 振り)用敷台

ヤス リ 4-ホ ー 07
全長25 4Cm 55 9(左 )

鉄・木 (柄 )目 立て用

ハ ヅチ  4-ホ ー 21
全長22 7Cm H59
鉄・竹 (柄 )あ さり出し(目 振 り)用

ヤス リ 4-ホ ー10
全長  5CΠ  89(上下とも)
鉄 目立て用

鰊
ヤス リバサ ミ 4-ホ ー |
全長 2 8Cm 25 9(上 )
杉 取外 し式柄 (ヤ スリ用 )

くヤマシャツ シルシバンテン(2点 )
モモヒキ テッコ メエアテ キャハン

睫

雉

一

一
一

一．一

一醸
籐
鍮
翻
躙
輔
憮
渕
畿
繭
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蒟
ム
』
絲
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翻
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懸
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難
饉
攣
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一
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一一．一
　
・〓
一

鰈
鰈
鰈
鰈
雖
母

颯

燒

颯

誦

母

颯

魃

燒

辟

カナカンジキ 4-ホ ー 22
長さ 0 2Cm 幅 0 5Cm 245 9(片 方)
鉄・麻紐 雪氷上歩行用滑り止め金具(鉄製裸)

▲ズッキレ シブガラミ
テッコ

▲ハ・ソパキ ハッ′くキ
オソカケ タス

‐ヽ..,_..・卜
・・よ…=ヽ 薦ヽ

ドウグブクロ 4-ホ ー 23
fきさ35 5Cm 中冨43Cm  370 9

南京袋・麻縄 道具背負用



隕
嗽
核
褥

テマガリノコ 4-ホ ー 53
全長84 5Cm 750 9

鉄・桐 (柄 )・ 杉 (鞘 )玉 切 り用

―ホー 55

4739

シンヤ  4-ホ ー 54
全長38 5Cm l′ o009
ナラ・鉄 楔

ワキヤ  4-ホ ー 58  ヵスガイ 4-ホ ー159
全長34Cn 337 9     全長22 2Cm 250 9
ナラ 楔        鉄 材木固定用カスガイ

玉 切  り

魃 |‐

カネ クサ ビ 4-ホ ー 58
長さ 3 5Cm o8 9 紐長さ38Cm
鉄・木片 楔

カスガイ 4-ホ ー 60
全長23 7Cm 400 9
鉄 材木固定用カスガイ

一莉「

ヮ

（二
一

伐 採

こ II.ヽぎ・木22葺き用具
市I垂項三の仕事も無雪期を主とするど、積雪こょる
豊f]委場が甚じ<、 雪消え時はその補修 .こ達,■た。
I芙工程の大要は、材料とする杉の材質を選ぶこと|こ

=´
まつ＼立本の成採・大害」りなどによるコマづくり、
~I・＼ぎ (本羽づくり)＼ 竹釘づ<り、屋根冒きで、この
一達の仕事をするモめの用具も誅たさまざ法である。

写真に示した≡具の中で＼ヤバサミは杉皮コバを切る

もので刃は直万塾 三バワワは売り本羽を定規格に東ね
るのに用い、・ ィ´ア寺はグシマキの屋根祭用である。

〔伐採 。玉切り用〕

一
　

¨

一
　

■
一

＝

4-ホ ー 52
4579

伐採用

囲

写

・̈」

蠅

一

二

一

電

「

L、
ヽ

＼

サバ ノコ 4-ホ ー157
全長92 3Cm 277 9

鉄・杉 (柄 )柄 長鋸

〔製品(杉皮木羽)〕〔竹釘つ<じ用〕

薇

で '・

キリタシ ―ヽ事 89
鞘 159

スキカワムキ 4-ホ ー 80
全長54Cm 405 9
鉄・杉 (柄)杉 の皮剥用

クギバコ 4-ホ ー 92
全長35Cm 幅 6 2Cm
杉 竹釘・金釘入れ

タケクニ ニーホー 97
全長二::―

竹 二製皇

リナベ  4-ホ ー ,3
二33 2Cm

■釘炒 り用

スギカワコバ  4-ホ ー188
長さ36¨

杉皮 杉皮木羽製品

予

骰

贔

鯰

●
ネ
愧

タケクギ 4-ホ ー 96
長さ380m～ 430m 太さ0 3Cm～ 0 4Cm
竹 竹釘製品

ヤバサ ミ 4-ホ ー 82
全長71Cm 995 9

鉄・杉 (柄 )杉 皮切断用

木羽の長 さに玉切 る。



大 割  り ′
lヽ  害J  り 木 羽 へ ぎ

大割£2を 木 口にあてて槌で打ち、木羽材のコマにする。 コマをコバヘギナタで薄 く割る (へ ぐ)。

〔木羽へぎ用・製品〕

オオワリヅチ 4-ホ ー 65
全長 7Cm l′ 5209
ヤマックワ(ヤ マボウシ)
大害Jり 用槌

オオワ リナタ 4-ホ ー 62
全長35 7Cm 720,
鉄 大害1り 用全t

コマ  4-ホ ー 84
長さ36Cm(1個 )

杉 木羽の半製品

コハ ワク 4-ホ ー 79
高さ36 4Cm 底部338× 46Cm
杉 木羽の梱包枠

クシガタクサ ビ 4-ホ ー 64
全長 4 8Cm 83 9

ヤマックワ(ヤ マボウシ)
大割り用楔

テンノウヅチ 4-ホ ー ラ8
全長26 7Cm 492 9

ヤマックワ(ヤ マボウシ)
木羽へざ用槌

コバヘギナタ 4-ホ ー176
全長37 4Cm 348 9
鉄・桐 (柄 )木 羽へざ用舵

籠■■ギ
=尊
:

コバヘギナタ 4-ホ ー 77
全長36 3Cm 350 9

鉄・桐 (柄 )木 羽へき用it

コバヘギダイ 4-ホ ー 67
全長37 5Cm 幅 6Cm 高さ 6Cm
杉 本羽をへぐ時の台

(真上)

コバヘギナタ 4-ホ ー 71
全長35 6Cm 370 9

鉄・本 (柄 )本 羽へぎ用it

コマ  4-ホ ー 85
長さ36 8Cm(1個 )
杉 本羽の半製品

ウ リコバ  4-ホ ー 87
東高さ547C日  本羽37× 2 Cm
杉木羽 梱包した本羽 ■コバワクを使って木羽を重ねて東ねるようす
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木 羽 葺 き

〔本羽葺き用〕

ブンギ 4-ホ ー 98
全長 80m 309
杉 定規

ケッダイ 4-ホ ー 99
全長62 2Cm 高さ23 5Cm l′ 8509
杉 作業用腰推ト

カナヅチ 4-ホ ー200
全長28.5Cm 280 9

鉄・木 (柄 )木 羽打ち用

ヤネヅチ 4-ホ ー201
全長25 5Cm 280 9
鉄・栗 (柄 )木 羽打ち用

トイシ  4-ホ ー204
全長32Cm

砥石 キリダシ・£2等手入れ用

〔その他〕

ホ ンテ ン 4
高さ 3 Cm

杉 屋根祭用

ブ リキバサ ミ 4-ホ ー203
全長2 8Cm 243 9
鉄  トタ ン用

ワリダシ 4-ホ ー206
長さ37Cm

杉 番台餅用杵 (木居利用)

ヘイソク

高さ57 7Cm

本多・ホロ糸■・

4-ホ ー207

カラムシ 屋根祭用

■木羽葺屋根 (部分 )

ワリダシで棉いたバンダイモチ

本羽へぎ職で、この用具の寄モ言「
_≡さ/1tガら、「ワ

リダシは＼節があつたりして不[[■ ■こない所だが＼LL

で小屋掛けして仕事してる時、こ′_=形のが出ると、こ

れを杵に＼切株を日がわりこして言=モ星 t,ヽたもんです。

バンダイモチといつてね＼普通のこ三で日<が、これが

また、う誅いtlんでした。」という語を聞いた。

山住みの楽しみであつたのだろうが、同じバンダイモ

チを、熊とりの猟師なども獲物のあつたときなど＼仮宿

のリュウ (岩穴)で揚いたものだとしヽうから、本来はШ

の神の供え物であり、祝祭食であつたのだろうと思う。
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④ 桶屋用具
桶は、衣・食・住・生業といった日常生活はもちろん、
人の一生に至る故で広<使用された代表的な器物であっ
た。桶屋は、それを家での要望に応じて現地で作り、修
繕もしてくれる。秋がら冬が最もその需要が多かった。
桶は、大小・形態ともに雑多であるから、工具もさま
ざ故であり、各人の工夫もあ―lたが＼工程の大要は＼ォ
ケゴ (倶l板 )を形に合せて用意し、それをFE型に組立て
て竹タガをかけ＼底板を入 l~lて締めて仕上げる。その基

本となる作業はオケゴ作りであった。

〔オケゴ・底板つくり用〕

クリゼン

全長54Cm

鉄 ・ 桐 (柄 )

4-ホ ー23
3309
側板の外面削り用

ウチゼ ン

全長35Cm

鉄・桐 (柄 )

4-ホ ー25
2269

オオワリナタ 4-ホ ー20
全長38 5Cm l′ 459
it 側板材の大割り用

ワリガネ 4-ホ ー21
全長46 3Cn 467 9

鉄 湾曲型

ヨコヅチ  4-ホ ー22
全長22 9Cm l′ 309
ヤマックワ(ヤ マボウシ)
側板の削り用 (大割 り蛇・割 り金と併用 )

ソ トゼ ン 4-ホ ー27
全長59 7Cm 573 9

鉄・桐 (柄)側 板の外面削り用

,お
‐

シヨウジキ 4-ホ ー29
全長 09 8Cm 7′ 4659
イタヤ 側板の側面削り用 (材 を押しあてて肯」る)

ケズ リダイ 4-ホ ー232
全長42Cn

杉 lel板 の外面肖りり用敷板

シヨウジキ 4-ホ ー221
全長 88Cm 21 5K9
イタヤ 側板の側面削り用 (材を押しあてて削る)

ウチガンナ 4-ホ ー222
全長28 4Cm 885 9

鉄・カシ(台 )側 板の内面削 り用

ケズ リダイ 4-ホ ー233
全長56 6Cm

杉 101板 の外面肖Jり 用敷板

ン トガンナ 4-ホ ー227
全長24 7Cn 523 9
鉄 ,カ シ(台 )狽J板の外面肯|り 膏

1轡螂 ||=1摯い ヽ薄宰警||■■ .

ジ ョウギ 4-ホ ー234
全長3030m
朴 自製物指

ウチガンナ 4-ホ ー224
全長24 4Cm 547 9
鉄・カシ(台 )側板の内面削り用

ワキ トリガンナ 4-ホ ー230
全長 70m 259
鉄・カシ(台 )底 板の継ぎ合せ部調整用

ソコガンナ 4-ホ ー229
全長8 8Cm 95 9
鉄・カシ(台 )桶 の内面の仕上げ削り用

「≡ 憂 回 >「:画亜□ >

ガネで湾曲をつけて原木を害|り 、側板を作る。

タテ ビキノコ

全長56Cm 413 9

ユ

鉄・杉 (柄 )側 板材の挽分け用
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隔恥 亘目>

側板の接合面

を整え、竹釘を

刺 して接着斉1の

続飯で接着 させ、

仮タガをかける.

>[_竹タガをかt主」  >| 底板 を入れる」>

乾いてから、側板の

内側と底板の入る溝を

肖」る。 さら(こ タト倶」を肖け

った後、底板を入れる。
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苺
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一溝
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聾
将
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簿
機
憔
聡
ぶ
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総
綴
鑢
苺
総
沐黎
琴
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ソクイネ リ 4-ホ ー238
板 37× 20Cm 厚さ 3 Cm
棒長さ34 8Cm 径 2 Cm
杉 飯を潰してソクイ (イ則板をつな

ぐ接着斉1)を作る時使用

ブンマタ 4-ホ ー239
長さ 69-40Cm
木製薄板 円描き用

オケ ゴ 4-ホ ー237
長さ 6 4Cm 幅4 7Cm(1枚 )

本多 狽llk

ミツメギ リ 4-ホ ー243
全長3 4Cm 85 9
鉄・木 (柄 )板 の穴開け用

アプラツボ 4-ホ ー246
径6 4Cm 高さ5 Cm
竹・綿 綿に油を湿し、 ミツメ

ギリの刃などに付ける

鉄・杉 (柄)挽 回し用鎮形鋸
円などに切る時使用

カタジ ョウギ 4-ホ ー235
長さ35 1Cm(右端 )
杉 桶型定規 (全部で50本 )
側板の九み・側面の角度の調節をする

キ リ 4-ホ ー240
全長 5 5Cm 89(下 )

鉄・木 (柄)円描き用

マワシビキ 4-ホ ー248
全長 33～ 64 2Cm
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桶に応 じた大きさのタガを作 り、

ミズボウキで水をつけながらタガに

アテギをあて、サイヅチで打ちこん

で締める。仕上げに外鉤などで細部

の調整をしたり、日iFr部の面取 りを

する。

〔竹釘・ダガ推卜け用〕

タケキ リノコ 4-ホ ー251
全長435。 m 519
鉄・杉 (柄)竹 切 り用小歯鋸

全長29 8Cm 273 9
鉄・木 (柄 )タ ガ竹割り用

全長36 8Cm 455 9

鉄 タガ竹割 り・削 り用

●節季市で売る

●注文生産など

アテギ 4-ホ ー265
長さ30 4Cm 幅7 4Cm 330 9

ィタヤ タガ打込み用

■竹釘を削つているようす

ζ
疵
辣
貶
鎮
鰈

―

巫

緻

瞼

晰

鶉

蠅

蠅

颯

鼈

４． ホ． ２５８

『

¨

コガタナ

全長26Cm

金失 ・本多(本丙)

カナベラ 4-ホ ー263
全長45 5Cm 775 9

鉄  タガ掛け用

タケクギ 4-ホ ー259
企長23 2Cm(最長 )

竹 側板接合用竹釘

アテガネ  4-ホ ー267
長さ9 Cn 305 9(下 )
鉄 タガ打込み用

タケケズ リジ ョウギ 4-ホ ー257
全長30 7Cm 35 9

竹 タガ竹の側縁を削る時の当て木
(タ ケセン併用)

サイヅチ 4-ホ ー272
全長4 7Cm 5 69
ヤマックワ (ヤ マボウシ)

タガ打込み用 (ア テギ・アテガネ併用 )

カ リワ 4-ホ ー261
径68Cm
孟宗竹 側板を桶形に組む時に掛ける仮輪

全長27 2Cm 330 9
鉄 タガ竹割 り用

タケセ ン 4-ホ ー256
全長39Cm 450 9

鉄 タガ竹害」り・削り用

タガ 4-ホ ー260
径44Cm(最 大)
孟宗竹 桶に合せ掛ける桶夕力
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鰈 輻 鰈 輻
鰺
濶 鰊

聰 貯 響 や機

鰺 曖 吻 憑 蜻 隕 巡 鰺 瞼 颯 餘 櫃
艤 鰺 艤

艤 簸 麟 麟 羅 蓼 澤
鑽 羅 "“

クリゾコノミ 4-ホ ー280
全長 9.5Cm 62 9(下 )

鉄・カシ(柄 )木 工用撃

シアゲサオガンナ 4-ホ ー289
全長58 2Cm 50 9
鉄・杉 (柄 )桶 の化粧仕上げ用 (ヤ リ飽型 )

シアゲサオガンナ 4-ホ ー290
全長54 2Cm 50 9
鉄・杉 (柄 )桶 の化粧仕上げ用 (ヤ リ飽型)

ハナバサ ミ 4-ホ ー276
全長 6 5Cm 205 9

鉄 竹切 り用

ミズボウキ 4-ホ ー275
全長35Cm

藁 タガを締める際タガと桶
に水を打つのに使用

ケ ヒキ  4-ホ ー278
全長 8 7Cm

イタヤ 底板を組込む際、底の縁に当て
底板をはめこむ溝を作る時の切

線を入れるのに使用する罫引

クリゾコノミ 4-ホ ー279
全長26 5Cm 260 9(上 )
鉄・カシ(柄)木 工用墾

〔位上げ用〕

コグチガンナ 4-ホ ー292
全長27 3Cm 750 9

鉄・カシ(台 )木 口削り用

コグチガンナ 4-ホ ー293
全長25 9Cm 735 9

鉄・カシ(台 )木 口削り用

(単位 :。 m)

ア
♀
5-一一葛セ21

①・②=グ ミタガ

③―⑤=ネ ジタガ

①クチタガ
ー

② ドウタガ

ー

f:ソ
コモ「
タガ、、、

Cニ バンタガー__

0シ タタガーーー
(ナ キタガ)

2-日 -46
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⑤ 付本つき用具
碍呆は、材料の不 (赤松など)を付不形二享 二

T二

作り、それをショウジキという大きな錮の形をン三三二

に押当てるようにして 4枚ずつ薄<肖」り離して′<こ こ

の作業をツケギツキという。 4枚ずつこした付本は、よ

<乾燥させてから、硫黄を熱して溶ガした中に＼一方の

先端だけ入れて付着させる。

材料の本は＼伐採してからぬ要な厚さに玉切り、それ

を大害」銘と横槌を使つて割リコマにするが＼コマの段階

で形を整えてからシヨウジキにかける。

〔コマつ<り用〕

オオワリヅチ 4-ホ ー296
全長29 3Cm 3′ 0809

イタヤ 大割り用

〔硫黄つけ。その他調整用〕

イオウナベ 4-ホ ー308
ロイ■24 3Cm

鉄 硫責溶解用

トィシ 4-ホ ー30
全長30m 高さ5 8Cm
砥石 刃砥ざ用

レ
轟
霊
Ｔ
・―
唾

〓
常
コ
冊

静
・宣

■
こ

む
　
　
馴
　
　
る

¨
二
・
¨
ヽ
ｆ】
一一、

ス

　

　

　

割

・・

Ｔ
ル
串
富
■
躙
糾
〓

■
一

岬

暉

絆
一

■

節

一
幕
ｉ
拠
¨

>面

シャクボウ 4-ホ ー297
全長28 8Cm

孟宗竹 定規

オオワリナタ 4-ホ ー295
全長34 9Cm l′ 0259

鉄 大害Jり 用

セ ン 4-ホ ー299
全長46 1Cm 400 9

鉄・桐 (柄 )コ マの整形用

〔付木つき用〕

ッキセン 4-ホ ー303
全長40 6Cm 382 9

鉄 突飽の上刃
鞭
琲
雉
蝙

タタキボウ 4-ホ ー307
長さ 6 1Cm o6 9
ホオノキ 付木揃え用

4-ホ ー30

鉄板 突具一式

セ ンノエ  4-ホ ー31
全長 9 Cm 径 4 Cm

桐  刃砥 ぎ用付けホ丙(ツ キセン用 )

■硫黄の塊

ッケギツキ

全高226Cm

ケヤキ・杉・

151



´
ヶ
キ

ツ
キ

で
突

く

Ｌ
／

下
ろ
し
、
薄
板
に
す
る
。

コ
マ
を
押
し
つ
け
る
よ
う
に
突
き

働完 |

一商
品
と
し
た
。

１０
枚
位
ず

つ
重
ね
て
藁

で
編
み
、

た
薄
板
に
つ
け
る
ｃ

熱
し
て
溶
解
し
た
硫
黄
を
乾
燥
し

〔製 品〕

ッケギ 4-ホ ー32
長さ12 7Cm 幅6 5Cn 3 9(1枚 )
赤松・硫黄 付木製品

>実物大の付木

付本利用のいろいろ

付本は日用品だがl~2＼ どこの家でも手近な所 |こ置しヽて

あり、入手・L簡単だつた。付本は志た＼薄<はあるが適当
な厚さがあり、面もなめらか＼手で裂<のも鋏で切るの
も容易だがら便利な1/1料だったし、縁起物でもあつた。

焚人の点火が本来の用途だが、暗がりで物を捜すとき

など火を灯して手 局とした。以前＼あ茶うけにコウセン

をなめる時＼これを裂いてサジの代用 |こ した。八百屋の

店先な
⊆ァ
は値段木しに使つてしヽたし、同じよう|こ文字を

書いて言伝などに使うこともよ<あった。
付本は讀た、手軽なあ使い物にも用いた。ちょっとし

J

乾

燥

さ

せ

て
束

ね

る

>販 売

●節季市で売る

●商 店 に 卸 す

●行 商 に 回 る

>節季市

ツケギ 4-ホ ー33
長さ 2 8Cm 幅7 4Cm 39(1枚 )
計30枚

赤松・硫黄 付木製品

た頂き物のあ返しにしたり＼他衣を訪れる時の手持品に

も適当であり＼正用＼寺方が壇家を年始回りする折の手

みやげにもこれが3がつたようだ。
耳の病気 |こ霊験あらたがだといわ7~lる道祖神の祠を訪

ねると、平癒祈願の供え物として＼耳形になぞらえて付木

の輪を連ねたものが吊されているのをよ<見かける。試

た、新生児の初宮参りの時、この上にシロモチなど供える

ように、神前に供え物をあげる際に皿の代用 |こも使つた。

適当な紙も手元こな<、 板の手ごろなもののない時代

には＼付本はそれらの中間的な便利なものであつた。
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◎ 紙漉き用具
紙漉きは、寒い雪中の仕事であつた。秋に刈つた格を

釜に入れ＼4~bを被せて蒸してから皮を景」ぎ、ヒカワを取

つて雪に画す。晒した皮は灰汁でよ<煮てから洗つて、
時をかけて]日いて細がい繊維にするが、これをカミソと

いう。これをされいに洗つてから紙に漉<。 漉<には、
カミブネに入れた水にカミソを入れ＼ネレ (ノリ)を混
ぜ合せ、それを紙黄で掬い取るようにして、 4枚ずつ漉

<。 漉いた紙は板に張つて乾燥させる。この紙をきれい

に切揃えてがら商品として売つた。

鮨 蒸し用〕

分
ほ
ど
蒸
す
。

て
て
入
れ
、
蒸
桶
を
被
せ
て
約
４５

カ
マ
ド
に
か
け
た
平
釜
に
格
を
立

格

は
長
さ
６０

ｃｍ
く
ら

い
に
切
る
。

ムシオケ  4-ホ ー35
ロイ■67Cm 高さ59 8Cm
杉・竹 格皮を蒸す時被せる桶

〔洗い。□日き用〕

カ ミオケ 4-ホ ー323
口径51 5Cm 高さ36 4Cm
杉・竹 カミソ洗い用

コウゾカワ 4-ホ ー401
長さ58Cm

楷皮 雪に晒した格皮 半製品

ヒラガマ 4-ホ ー34
口径71Cn 高さ26Cm
鉄 猪蒸 し釜

ヒカワトリ 4-ホ ー38
全長9 5Cm 刃長さ8 3Cm 50 9
鉄・桐 (柄)緒 表皮掻 き取 り具

ヒカワ トリ 4-ホ ー37
全長28Cm 刃長さ 2 2Cm 250 9
鉄・杉 (柄)緒 表皮掻き取り具

タタキボウ 4-ホ ー331
全長62Cn 495 9

ブナ カミソ叩き棒

カ ミソ リ 4-ホ ー321
全長 4 7Cm 25 9

鉄 猪表皮の節・傷の掻
き取り用

カ ミタタキイシ 4-ホ ー325
665× 405。 m 呂さ 5Cm
自然石 カミソ叩き台石

ヒカワ トリダイ 4-ホ ー320
長さ23 5Cm 幅 9 Cm
ワラジ・杉木片 格表皮掻き取り用敷台

タタキボウ 4-ホ ー327
全長71 2Cm 565 9
ナラ カミソ叩き棒

ツパ ガマ  4-ホ ー324
口径33CΠ  高さ26 5Cm
鉄 カミソ煮込み用

カ ミタタキダイ 4-ホ ー326
888× 46Cm 高さI Cm
イタヤ カミソ叩き台
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と
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〔漉き用〕

ミズキ リ 4-ホ ー339
全長9 Cm

杉 紙書の水t71り 台

カンマシボウ 4-ホ ー337
長さ58 5Cm 径 l cm 25 9(下 )
山竹 紙舟中のカミソ溶液の掻き回 し用

マ ンガ  4-ホ ー338
中冨|14Cm  高さ78 3Cm  l′ 9209
杉 。その他 紙舟中のカミソ溶液の掻 き回 し用

■|く紙舟に吊しておき、時折 しぼ り出す
鷲

ネ レブクロ 4-ホ ー342
長さ31 5Cm 幅23 5Cm
木綿 糊入れ用 (中 に トロロアオ
イの根かノリウツギの樹皮
の液を入れる )

スケタ 4-ホ ー343
長さ50 8Cm 幅39Cn 3 59(右 )

長さ50 8Cm 幅36 7Cn 345 9(左 )
杉 紙姜枠木

スゲタ 4-ホ ー344
長さ5 8Cm 幅35 5Cm(左右とも)2559(左 )2739(右 )
杉 紙箸枠木

カ ミブネ 4-ホ ー335
89× 55 3Cm 局さ3 Cm
杉 紙漉き舟 (一枚漉き用 )

,卜警警 毬泰潔籍寒綾奪
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紙
の
縁
を
切
揃
え
て
仕
上
げ
る
。
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●商店 に卸す

●行商に回 る

など

チ リ紙 (包紙 ・ 袋
物・鼻紙用 )、 障子

紙 として使用。

ホエズ

ホエズというのは紙漉きに使う紙貴の一種で、ススキ

の穂茎を編んで作つたものである。近年になると竹ヒゴ

製のものが主流になるが＼こllに対しての呼び万である

らし<、 漢字を当てると 聴 柄貴Jであろうと思う。
この本エズ用のススキは、極端に細く育つた穂茎も極

細のものでな<てはならないが、この産lllは中魚沼郡津

南町であつて、以前は紙産地の刈羽郡小国町からこれの

採取に来たとllう話も残つている。津南ん面には最近ま

でホエズ編みを仕事にしていた人がいて、その用具が今

も残つている。ホエズの編糸は馬の尻尾の毛であつた。

ホエズ  4-ホ ー350
386× 29 5Cm 22 9

茅の穂茎 紙貴

〔乾燥用〕

ホエズ  4-ホ ー361
433× 35Cm 30 9

茅の穂茎 紙姜

タツ ノケ  4-ホ ー377
今長6 Cm

タツノケ (コ シノホンモンジスゲ )

漉き紙の間にltみ離れ易 くする

タケズ 4-ホ ー372
44X32 5Cm 58 9

竹ヒゴ 紙姜

靱

カ ミホシボウ 4-ホ ー383
全長51 5Cm 径2 7Cm 28 9
本多 漉き市民の板 ;長用

シメ ドウク 4-ホ ー378
高さ82C田  幅88Cm 紙板47× 34 5Cm
杉・ケヤキ 漉き紙の水切 り用具

カ ミホシイタ 4-ホ ー380
全長 94 5Cm 幅34Cm
フナ 漉き紙の張板

カ ミボウキ 4-ホ ー388
全長 3 5Cm 70 1
モ トドリ(草の一種 )
紙張り用刷毛

ゴミトリ 4-ホ ー386
全長 3Cm 29
針・竹 紙のゴミ除き用針

〔仕上げ用〕

エンタチボウチ ョウ
全長43 9Cm 475 9

鉄 t■断ち用

エンタチジ ョウキ 4-ホ ー399
上板467× 3 Cn 3′ 2379

下板533× 36Cm 2′ 6369

イタヤ 紙断ち用定規

エンタチボウチ ョウ 4-ホ ー394
全長27Cm 45 9
鉄・木 (柄)TII断ち用

ショウジガ ミ 4-ホ ー403
403× 29 5Cm
和紙 (格繊nt)製 品

|||::|:|:11,tl

カ ミバケ  4-ホ ー390
全長3 Cm 35 9
毛・木 (柄 )紙 張り用刷毛

4-ホ ー392

鰊
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②

貴云里森E憲暑ものは山竹と藤蔓で、llrに出桜の樹皮

を若干用いる。いずれも当地の山|こ自生するものを採取

して用いた。当地にこの技術が導入されたのは明治初年

ごろと言わllるが、農具としての需要が多<、 節季市と

いう直接換金の場が手近にあることと相まつて、農家の

冬季副業として、地域的ながら特産地を形成していた。

一般的|こ使l~lれるのは一斗箕であるが、助要に応じて

lλ量ら量l唇モ〒諧暑≧丁亀昴亀慮蒙娠不導こ循ゝ[。
〔採取用〕

ナタ 4-ホ ー43
全長38 6Cm 4 89
鉄・タニウツギ(柄 )材 料採取用

長さ85Cm 幅 6 Cm 厚さ0 4Cm(1本 )
藤蔓 叩いて繊維状にしたもの

ヤマダケ 4-ホ ー434
全長 07Cn

山竹

I亀 轟 鑢 陵 颯 簿 蒻 鹸 雉 嚢 轟 |●
=11

ワリダケ 4-ホ ー435
長さ 04Cm 69(1本 )
山竹 害」つて竹ヒゴ(編竹)に したもの

サ クラガワ 4-ホ ー438
長さ25Cm 幅 3Cm(1枚 )
桜樹皮 箕の掬い口用

ブ リキ 4-ホ ー439
長さ47 7Cm 幅 1 3Cm(

鉄板 箕の掬い口用

雪
降
り
前
こ
ろ
山
で
採
取
す
る
「

ナタガマ 4-ホ ー44
全長45Cn 380 9

鉄・ナラ(柄 )材 料採取用

〔材 料〕
,鑽

愕 ル 4ホ
“

%
長さ82Cm 大き 2 Cm

藤蔓

|

く叩いて繊維状にした

フジヅル (拡大 )

1枚 )

■仕事場のようす
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む
。

の
と
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そ
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と
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編
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Ｘ
Ｆ
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山
竹
を
割

っ
て
編
竹
（竹
ヒ
ゴ
）
を

藤
蔓
を
叩
い
て
繊
維
状
に
す
る

〔編上げ用〕

ヨコ:ブチ  4-ホ ー420
全長25 8Cm 730 9

ヤマックワ(ヤ マボウシ)藤蔓叩き用槌

アテギ 4-ホ ー48
223× 23 5Cm 呂さH Cm

杉 切裁用台木

ジ ョウバイシ 4-ホ ー49
402X35 6Cm 高さ23 2Cm
自然石 藤蔓叩き用台石

テ ミズオケ  4-ホ ー426
口径29 5Cm 高さ 7Cm

杉 水入れ用

ヒラキ リ 4-ホ ー427
全長 3 5Cm 45 9

鉄・クルミ(柄)綴 じ用補助具

群ヽ撃
=付マルキ リ 4-ホ ー428

全長 4 5Cm 55 9

鉄・カシ(柄 )綴 じ用補助具

ヘタテボウ 4-ホ ー422
長さ90 5Cm 径 1 8Cm(1本 )
J竹 竹ヒゴの上・下糸仕分け用

ヤ ッ トコ 4-ホ ー429
全長 7 8Cm  59
鉄 竹ヒゴ引出し用

ハナバサ ミ 4-ホ ー430
全長 7 8Cm 208 9

鉄 竹ヒゴ切断用

タケワリナタ 4-ホ ー421
全長38 4Cn 305 9 鞘 359
鉄・ウワミズザクラ(柄)竹 害」り用

¨ 遷
=髯
|ヽ||'■ゆ■燿繰鑑警率務rttr挙撃ε 翠■1子=蘇

警1=魯瘍

ユ ミ 4-ホ ー423
全長85 7Cm

竹・藤皮 竹 ヒゴを並べて挟む弓

タチ 4-ホ ー424
全長87 5Cm 245 9

ナラ 藤繊維打込み用

癬 騨 爾 繭 了 囚 爾 難 貯 攀 鸞 餞 圏 § 懇 鶉 蓼 簸 鰹 鐵 鍼 蹴
薄 |

シヤクボ ウ  4-ホ ー425
全長39 2Cm

竹 計漫」用定規

フチタタキボウ 4-ホ ー431
全長33 5Cm 160 9

夕ニウッギ 縁巻き用

キ リダシ 4-ホ ー432
全長 7 5Cm 57 9

鉄 桜樹皮採取兼用
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>匝Iヨ
●節季市で売 る

●商店 に卸す

●注 文 生 産

ツマジ リカゴ 4-ホ ー444
口径35X32Cm 高さ 4 7Cm 505 9
山竹・藤蔓・タニウツギ 肥料撒き用

巻
い
て
仕
上
げ
る
。

カ
マ
ド
を
立
て
て
組
み
、
縁
竹
を

す
く
い
口
に
桜
樹
皮
を
織
込
む
ｃ

を
挟
み
、
タ
チ
で
打
込
む
。
箕
の

編
竹
を
上
下
に
分
け
、
藤
蔓
繊
維

〔製 品〕

ツマジ リカゴ 4-ホ ー443
口径3 Cm 高さ22 7Cm 735 9
山竹・藤蔓・竹 肥料撤き用

ミ 4-ホ ー440
長さ60 5Cm 中冨61 3Cm l′ 0709

山竹・藤蔓・プリキ ー斗箕

箕の利用いろいろ

箕は、農具として有用なもので、かつての農家では、

家族数だけ揃えておいたものであつた。また穀類の簡易

な容器として、手持ち運搬用具として＼穀物類の脱穀調整

作業には欠かせないものであつた
?す れ|こ何よ2も箕が

重要であつたのは＼実とシイナや屑をヒダス (煽つて選

別する)のにllヽ要だつたからである。箕はまた＼貢箸＼
田旧|こ運んだ堆肥を分配する際にも使い＼これを肥箕と

呼んでいた。箕は震家で出る粗いゴミの塵取りにも使つ

た。

箕のもう一つの利用は、信l・B的なも _Tlで、当llfJで最も

一般的な仮」では＼新生児が一誕生 (生志llて 」年目の誕

生□)を迎えた時＼その子を箕の中に立たせて、尻に餅

を打ちつけるタッチョモチの行事がある。この他 |こ小正

月にこllを使つた道具の年取りどあるし、特周Jな lSlでは、

火災の折 |こは大神宮さ誅を箕に招き入れて避難させると

いう言い伝えがある。 ■タッチョモチのようす
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③ 鍛冶屋等用具
〔鍛冶屋〕

鍛冶屋の使う基本的な用具は＼まず、送風用のフイゴ＼

焼けた鉄を目□<台のカナシキ、テヅチとムコウヅチ＼焼
けた鉄をはさむハシ＼燒入れ用のミズブネなどである。

誅た工程や作ll出す製品|こよつてさまざ意な用具があl~＼

必要こ応じて工夫し、自製して使つた。

野鍛冶の作るものは、主として農耕用の刃物類であつ

たで＼冬に集中する仕事は鍬の刃のサッカケ (消耗した

り破損した刃先の補修)であり、その余暇をみ で鍬や鎌、

その他のものを作つて春からの需要に備えた。
■火床の周辺のようす

市内馬場第 4 阿部鍛冶屋の仕事場
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〔鍛冶用〕

テヅチ  4
全長33 5Cm

鉄・木 (本丙)

カナ トコ 4-ホ ー450
34× 27 3Cm 呂さ|1 2Cn

鉄 鍛造用作業台 (地中に埋込む)

―ホー457

1′ 3609

鍛造用槌 (親方

フイ ゴ 4-ホ ー447
912× 22 3Cm 高さ51 7Cm

杉 。その他 火おこし用手動式送風器

用 )

全長29Cm l,3359
鉄・ナラ(柄 )鍛 造用槌(親方用 )

アゴヅチ 4-ホ ー460
全長27Cm 435 9

鉄・ナラ(柄 )平 鍬カロエ用槌

鉄・ナラ(柄 )鉄切断用柄付タガネ(向槌と併用)

ハ シ  4-ホ ー451
全長25 4Cm 267 9

鉄 焼鉄持上げ用

ハ シ  4-ホ ー452
全長37Cm 6 59
鉄 焼鉄持上げ用

ハ シ  4-ホ ー453
全長34 8Cm 662 9

鉄 焼鉄持上げ用

ハ シ 4-ホ ー455
全長38Cm 600 9

鉄 焼鉄持上げ用

ヒシキ リ 4-ホ ー464
全長35Cm 970, 金具8709
鉄・ナラ(柄 )丸 鉄棒切断用

ムコウヅチ 4-ホ ー459
全長62 5Cm 3′ 4209

鉄・ナラ(柄 )鍛 造用槌 (向槌用)

エタガネ  4-
全長39Cm 600 9

ハ シ  4-ホ ー456
全長50 8Cm l′ 009

鉄 焼鉄持上げ用
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タテマンリキ 4-ホ ー467
全長 O Cm 幅48Cm
鉄 縦型万力(加工・仕上げ時
の鍛造物固定用)

メウチダイ 4-ホ ー465
長さ27Cm 幅3 4Cm 750 9

鉄 鉄板の穴あけ用敷台

カタ 参考品
全長38Cn

杉  大害」舵の本型

ハチス 4-ホ ー466
235× 23 5Cm り早さ 7Cm 25
鉄 鉄板の穴あけ用敷台兼
加工用金敷

クワ 4-ホ ー468
全長42Cm 760 9

鉄 刃先を補修 した鍬

カマ  4-ホ ー470
全長43Cm 70 9
鉄・杉 (柄 )草 刈鎌 (使いこ

んで刃先が細 く

なったもの )

カマ  4-ホ ー469
刃長さ 9Cn 90 9
鉄 草刈鎌

〔カナグツヤ (蹄鉄屋 )〕

蹄鉄屋の基本的用具は鍛冶屋と同じであつたが＼この

仕事が当地で始誅つたのは明治の終りが大正の初めで、

軍隊で習い覚えて来た人で開業した。それ誅では藁で作

ったウマノクツを使つていたが＼よ<切れ損じて大量に

用意しな<てはならないので、これを用いる人が多<な

った。そのころは馬を飼う家が多ガつたので＼春先|こな

ると蹄鉄打ちで大ltしだつた。

牛を飼う人も少なくながつたが＼普段は牛には蹄鉄を

つけることはせず＼運送車などを3がせる牛だけに特別

に作つて履ガせた。それは2枚構成のものであつた。

〔蹄鉄つ<り・装蹄用〕

ミゾキ リ 4-ホ ー473
全長34 5Cm 335 9

鉄・ナラ(柄)釘 打ち箇所の溝切 り用

クギメキ リ 4-ホ ー474
全長33 9Cm 325 9

鉄・ナラ(柄)釘 穴の位置きめ用

全長3 4Cm 343 9
鉄・ナラ(柄 )釘 穴の打抜き用

カナ トコ 4-ホ ー472
全長56 7Cm 高さ26Cm 63k9
鉄 蹄鉄鍛造用作業台 (床置型)

テイテツ 4-ホ ー477
長さ 3Cm 幅 2Cm 296 9(左 )

鉄 馬用 (前肢用)
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テイテツ  4-ホ ー485
長さ 3 9Cm 中冨 4 3Cm 435,(左 )
鉄 馬用 (前肢用 )

一

一一
ぜ

　

・
４８７

０

テイテツ 4-ホ ー484
長さ 2 5Cm 幅 2 5Cm 350 9(左 )
鉄 馬用(左側は後肢用、右側は前肢用)

ハナネジ リボウ 4-ホ ー489
全長27Cn 40 9
ブナ・麻縄 蹄鉄装着時の馬静止用

ツメキ リ 4-ホ ー493
全長2 4Cm 48 9
鉄・木 (柄 )爪切 り用

(馬の爪の下を削る)

カクメウチ  4-ホ ー499
全長25 8Cm 383 9

鉄 蹄鉄の釘穴調節用

テツビキ リツチ  4-ホ ー502
全長34 6Cm 762 9

鉄・ナラ(柄 )鉄 尾切 り用 (一人作業用
・金敷と併用)

ッメキ リ 4-ホ ー490
全長35 4Cm 327 9

鉄 爪切 り用(本槌と併用)

ツメキ リ 4-ホ ー496
全長27Cm 680 9

鉄  爪切 り用

チ ョウセ ッ トウ 4-ホ ー500
全長 4 4Cm 40 9
鉄 蹄鉄の釘穴調節兼取りはずし用

テッビキ リカナジキ 4-ホ ー503
長さ 7 Cm  幅5 2Cm  595,

鉄 鉄尾切り用金敷 (一人作業用)

クギ 4-ホ ー504
長さ4 9Cm 3 39( 本)
鉄 装蹄用釘

ツメキリ 4-ホ ー491
全長33 9Cm 508 9
鉄 爪切 り用
(馬の爪の下を肖Jる )

ウラスキ  4-ホ ー498
全長 9 6Cn 70 9

鉄・木 (本丙)爪の くぼみを削る

テツビキリ 4-ホ ー501
全長32 5Cm

鉄・ナラ(柄 )

8129
鉄尾切 り用 (向槌と併用 )

ソゥテイッチ  4-ホ ー506
全長27 3Cm 245 9

鉄・ナラ(柄 )釘 打ち用

斌
ζ
竃
量
は^鱚  炉

～̂繹鳳濶 ァイロ 4-ホ ー508
長さ35 5Cm 幅3 8Cm 560 9

鉄 仕上 げ用ヤスリ
クギ 4-ホ ー505
長さ4 9Cm 2 59( 本 )
鉄 装蹄用釘
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薇

潮

暉

マ

隋

へ その他生産。生業用具
① 桐囲い等用具

落昌R層け 、3魃記曇涎ヴ昇量ρ写黒?悪EEttBO
若本の樹皮を食しヽ荒らすので、これを防ぐため、幹を茅
で包むように巻き＼藁でところどころを結束する。

桑囲いは、新しく伸びた桑の本が雪の重さで折れるの
を防ぐため＼写真のように寄せて藁で結束してお<。

杉起しは、春の雪消え後に行う。杉の若本が雪の重さ

で倒llるので、縄や藤蔓などを取りつけて召1起し、杭や
立本に結ぶが、本が成長して雪を越える議で行う。

〔‖司E∃い〕

〔桑囲い〕

クワカコイ 4-ヘ ー 2
藁長さ82Cm

藁・柴 雪折れ防止用囲い

〔杉起し〕

鐵
スギオコシ 4-ヘ ー 3
木長さ56Cm 縄全長 145Cm
木・藁縄 雪害倒伏杉起し用

■杉の木の根まが り

キ リカコイ
茅長さ322Cm

藁長さ‖8Cn

茅・藁 野兎食害防止用国い

躙

つ
０
公
υ



ヽ 雪壽雰罰曇需は 恥 証 用創 卜 は ぃ 硼 こ

開かれているが＼正月ご日暦誅たは、あい暦 (2月 )だ

つたころは＼節季すなわち年末の開設が本来で＼正月や

冬籠りに跡要とする品でを調達する場だつたのである。

ここに出店するのは＼主として近在の農家などの人た

ちで、それぞれの家が手仕事で作つたものや野菜などを

持寄つて売つた。販売する品目は地域によつて特徴があ

ったから＼互い|こ品物の交換もでき、83Tの人でにも便利

であった。出店した人たちは＼市で得た金で正月に出要

(昭和10年ころ)

=藁
製品 |ム

▲ スゲボシ
‐ ゴ サ

'ビ

ミ ノ

なものを町の店で買い求めて帰ることができた。

ここに集めた物は、販売場を設けるための用材を主と

しているが、 5日ごとに 4日だけの出店だから、すべて

その場限りの仮設のものである。雪を台状に積んでそこ

に商品を並べ、戸板や張板を近<の家か
l~2借りてタナと

した。降る雪を除ける以要があれば竹竿などを組み、上

にコモやトバを掛けて屋根としたが＼積もつた雪の上に

直に並べることもあつた。次のページの桶は＼信濃|で

これたウナギを売るときの容器である。時によつて特別

な出品のあることが＼この市の楽しみでもあつた。

(小屋掛け用〕

コシキ 4-ヘ ー 4
全長 05 8Cm 刃先幅26Cm 975 9
ブナ 雪処理・雪台つくり用

タケザオ 4-ヘ ー 6
最長 453Cm
孟宗竹 仮小屋支柱用

チンコロイチ

チンコロ市は、節季市の男」称で＼むしろ以前はこれが

通称のようでもあつた。それは、この市にいつもシン粉

細工の6犬 (チンコロ)を売る店が出るかっで＼子供
た

ちへの上産としてよ<売ねてllた。近年は干支にちなん

だものも出ているが、以前は鶏形のものがあ
17_‐、それを

トットコと呼んだoチンコロの確かな起源は不明だが＼

近くの酒蔵の若い衆が作つたヒネリモチでの細工が始誅

りともいう。

実用品ばかり並//1_だ雪中に色どりを添えるチンコロは、

市の愛称にもなるほど|こ、楽しく人気者だつたのだろう(

が
＞
篠に
ヽ
戌
瞬
ピ

大
神
宮
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■市の賑わい

コモ  4-ヘ ー 3
長さ2 Cm 幅 123Cm
藁 販売物陳列用

アマ ド 4-ヘ ー 0
長さ 79Cm 幅89 7Cm
杉 販売物陳列用

ハ リイタ 4-ヘ ー 2
全長209Cm

杉 販売物陳列用
オケ  4-ヘ ー 4
口径5 Cm 高さ23Cm
杉 ウナギ等イケス用

・
―
「
コ

一一璽

喘
一

■チンコロ ■市の賑わい
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1豪:ぶ:早
鞭
たゲ彗|■ |

30～ 35銭

60～ 10銭

20問

120～ 150岡

クツ 'ス ッ
ウジ・草ボ

タライ・報

6～ 8門

70銭～ 1円

1円

～ 1円 30銭

※昭ネロ22年

80目

=|1簸
ス|サポ|ン‐

5～50餞

26～ 27銭 1 40～ 50念支

300～ 400問 70～ 80問 300～ 400門 1 60～ 150円

ぺ ,ソウリ・鍵・ゴザ `鍋シキ '山笠・ツグラ・セナ■

ウキ・テカゴ・桑摘みカゴ・茶碗カゴ・カンジキ・i薦・

撻・梅子てマナ板 '鋼蓋・燿嵯ヤグラ'煙鮭板・杵・コ

ぜ響轟ポ籠轟

13円

30～ 50円 350門

シキ・歓・鎌 。蛇・包丁

人参。キ書・芋ガラ・意

イタチ・鶏うp.螢 .納豆

1升

1丼

―
i[卜
]:j]::|一

大豆。小豆 ,甘議。長芋・百合・白菜・

八.ソ ロ饉・筆籍 ドシヨウ。山鳥・野兎・

豆機汁・チンコロ

|ヽ議|=《

“

艤

撃ヽ |(響

撃警
=t警

l

鼈摯護とr輩)

でヽヽ維|=め||

〔雇ヨい 「]〕

イチゴウマス 4-ヘ ー 5
夕ヽ本空8 4Cm  F講 さ5 5Cm 102 9
ヒノキ 雑穀等計量用

イッショウマス 4-ヘ ー 9
外枠 7Cm 高さ8 7Cm 3309
杉 雑穀等計量用

ハサ ミ 4-ヘ ー24
全長 5Cm 55 9

鉄 布切 り用

サラバカ リ 4-ヘ ー20
棒長さ42Cm

鉄・真鍮 雑穀等計量用

ソ ロバ ン 4-ヘ ー25
345× 8 5Cm 高さ 1 8Cm

木 計算用

ワラタバ  4-ヘ ー28
全長92Cm

藁 足元保温用敷藁

サオバ カ リ 4-ヘ ー22
棒長さ79Cm

鉄 雑穀等計量用

モ ノサ シ  4-ヘ ー23
長さ90 3Cm 幅2 8m
竹 布等計利用 三尺 (鯨尺 )

節季市の思い出

●私の父は大工で、冬仕事に作つたマナ板や鍋蓋、X巨撻

板などを背負つて歩いて、市まで売りに行つたものでし

た。戦時中の大雪が降つたころのことですが＼市 |こ行つ

た父は日が暮れても帰つてき誅せん。村に入る道でナゼ

(雪崩)にあつたのです。村中総出で捜し回 l‐ 志した。

日は燈明をあげて必死 |こ無事を祈りました。結局父は雪

崩を免れたのですが＼土産のワラボシやlj本などの荷は

全部捨てて、身一つで命からがら帰つてきたのです。

|           _             __  _____
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●終戦後の2～ 3年＼スツポンや7ラグツなどを市に売
り|こ行つたことがあり意す。家を発つのは朝の3時ごろ

提 始持って＼スッポンにカチキ (カンジキ)を履いてれ

中条 |こ着<ころやつと夜が明け始めて＼ 8時ごろには市

日町に着き讀した。売れ残つたワラグツは＼市の近くC

商店に買つてもらつたけど、店の人に「一足 3銭だな。_

なんて言われたつけ。それでも帰りには魚之田|では作

っていないテカゴやザルやコシキ＼そねと子イ共にチン=
□を買い誅した。

   (市 内魚之田川 馬場さん談〉〈市内鉢 尾身さん談〉
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③ 冬稼ぎ用具
冬稼ぎは＼冬を徒食するにとどまらず、他ll」へlllき |こ

出ることで、現在の出稼ぎである。古<は江戸行き、冬

働き＼雪期 (雪季)lElきともいつた。当時|よ主 |こ若者の

冬の□すぎ (□減し)と社会1本験の獲得を目的とし、成

人するための通過儀ネしともみられていて、「江戸逃げJが

一種の慣習でもあつた。このための用具といつても＼旅

支度と着替類を運ぶ用具だけである。冬が過ぎて帰郷の

時は＼見間のほどを示す意味もあつて土産物を用意した

が＼下国に見るようなものが一般的であつた。

〔旅支度用〕_

コウリ 4-ヘ ー29
50× 34 5Cm 高さ21 8Crn l′ 0809

竹 携帯荷物

サイフ 4
長さ23 5Cn

旗 木綿 財布

ニヅク リナワ 4-ヘ ー32
全長548Cm 80 9

藁 (ヌ イゴ)携 帯荷物の荷造 り用

エガ ミ 4-ヘ ー4
247× 375C,〕
紙 (版画)芝居絵

―ヘー36

中冨14 7Cm 479
ヤナギゴウリ 4-ヘ ー30
56× 38Cm 高さ20Cm l′ 4009
コリヤナキ 携帯荷物

フロシキ 4-ヘ ー35
115× 106Cm  145 9

木綿 携帯荷物

トランク 4-ヘ ー34
432× 26Cm 高さ|1 7Cm l′ 4609

革 。その他 携帯荷物

〔みやげもの〕

エガ ミ 4-ヘ ー40
39× 54 5Cm(右 )
27× 39 5Cm(左 )
紙 (版画)名 所絵図一三

二
す一
一ヽ二
）
一
一一

∩
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ホ ン 4-ヘ ー49
19× 13Cm 125 9

紙 講談本

カ ミピン 4-ヘ ー47
長さ 0 5Cm 3 59(1本 )
金属 髪 どめ

罐hi病‐
モ トユイ 4-ヘ ー46
長さ30Cm 59( 束 )
紙 元結

ハ リ 4-ヘ ー48
長さ6 7Cm(最長)5 4Cm(最短)
鉄 縫針

■冬稼ぎから帰郷する人々

レンジャク 4
全長627Cm 390 9

藁 携帯荷物の背負運搬用

ワ
′
＾
Ｕ



●生産・生業用具品目一覧 01,28味〉

イ、脱穀調整等用具 ●種子物保存用具 :ス ジンヾヮラ・サオ・フクロ
・フクベ・タネモノカゴ・タネモノイレ ●脱穀調整用具 :ム シロ
・コキバシ・オ トシボウ・マメオトシボウ・センバ・イネコキキ・

モ ミカキ・イガカチ・テギネ・マメドオシ・モ ミフルイ。モ ミドオ

シ・ ドウス・ヤ ソギ・ ミ・ トウミ・ウス・ツキワ・コメツキギネ・

メンパ・マンゴク・ コメドォシ・イットマス・ トボウ・ハカリ・ム

シログテ・カマス・タワラ・サンダワラ・ジョウゴ・ナワ・コクモ

ンゴシキ・タワラメドォシ・テカギ・サシタケ ●肥引き。灰土撒
き用具 :コ シキ・ シャボ リ・コイガサ・ トウグワ・ ヒラグワ・カマ

ス・ ミ・カナ ミ ●牛馬飼育用具 :オ シキリ・カイバスゴ・エサキ
ザ ミ・カイバナベ ,マ ゼボウ・スマブクロ・カイバォケ・カイバオ

ケカギ・オモゾナ・ クッヮ・ハナカン・タゾナ・コエカギ ●横穴
開削用具 :ツ ルハシ・ジョリン・ズリバコ・カタナワ・アカリ・フイゴ

日、手仕事用具 ●藁等細工用具 :ワ ラスグリ・ジョウバィシ・ョ
コゾチ・ノメシ・ スッペガタ・スッポンガタ・オソカケカタ・ ツマ

カケガタ・サンダワラカタ・ ミノックビ・コシタテ・ケエシバ リ・

トジバソ・ ミ・ハッパキアミ・ハッパキオリ・′、シロハタゴ・ トメ

ボウ・′、シロォリヒ・ゴザオソヒ・サッコ・タワラアミ・ケタ・ア

シ・コモゾツ・ツクォソ・ックアミ・ヨリソマキ・オッツォマキ・

イトマキ・カマボウチョウ。ハナバサ ミ・タタミバリ・タケバ リ・

トジバ ソ・ウグイスバソ・コクリ・コシキ・ナヮ ●製品 :ス ベナ
ワ・コデナヮ・ ミゴナワ・ニナワ・ハッテナヮ・ツルベナワ・テチ

ブテ・アシナカ 。ゾウリ・スッペゾウソ・ヮラジ・ スッペ・ スッポ

ン・ワラグツ・ シフ
゛
ガラミ・オソカケ・ツマカケ・ハッパキ・ スゲ

ボシ・ ミノ・マ ミノ・′、シロ・コムシロ・ゴザ・タテイト・ナベシ

キ・カマジッタ・ツグラ・メシツグラ・テボウキ・ホウキ・アラマ

キ・タワラ・サングワラ・テゴ・ナワテゴ・タス・ニグラ・セナコ

ウジ・コエカゴ・モッコ・カタナヮ・ トップクロ・ウマノクツ・ ウ

シノクツ・ハラオビ・タオイ・シリゲ・クツゴ・クヮテゴ・ワラダ

・カイコゴモ・ツク ●竹細工用具 :タ ケキリガマ・タケワリナタ
・カマボウチョウ・ ヒゴトォシ・ ヒゴヒキ・夕ヶキリバサ ミ・ハナ

バサ ミ・ザルガタ 。メサシ ●製品 :コ メアグザル・ヤサイザル・
ボテ・ワンカゴ・チャワンカゴ・スイノウ・タマツトリ・ トウジカ

ゴ・テカゴ・オトシカゴ・クズカゴ・ヵンジキ・ スカソ・シメシカ

ゴ・タネモンカゴ・マメドオシ・ジョウゴ・クワトリカゴ・ クワカ

ゴ・ザマカゴ・ カイコカゴ・ イキヌキ・フクベ・ビク・ ドジョウツ

ゾ・ウナギツゾ・タケヒゴ ●ワタコ等つ くり用具 :マ ワタムキ・
ハンギレオケ・マワタカケ・ヮタコガタ・ ソデナシガタ・ナベ・チ

ャワン・ ドンブリ・ハケ・マワタ・ ソデナシ・ワタコ ●網つ くり
用具 :ヨ リカケ・ イトマキ・ハサ ミ・ウグイスバ リ・コマ・アシイ

ガタ・カメ・ナグステア ミ・アミ・ヨソソ・アシ

ハ、春木山等用具 ●春木山用具 :ナ タガマ・ナタ・マサカリ・テ
マガリノコ・カナヤ・サバノコ・ トチガネ 。マサカリ・カナヤ・カ

ナゾチ・コロヮソダィ ●炭焼き用具 :タ テマタ・ヒウチイシ・カ
キケエシ・エップ ソ・シャボリ・ジョリン・スベカキ・クマデ・ス

ミキソノコ・ スミキリダ イ・スミトオシ・コムシロ・スミダワラ・

スミダワラアミ・サオバカソ・ナワトォシ・ヤセウマ `ニ ナワ・セ

イタ・ニズッポ ●薪拾い用具 :ニ ナワ・ザマカゴ・タキモノヒロ
イカンサツ・ トビグチ・イノチゾナ・オキイシ・サバノコ

ニ、狩猟用具 ●猟具 :ベエ 。ズッペ・マ ト・ワダラ・ワナ・ トラ
バサ ミ・ヤリ・ トリダシボウ・テッポウ・タマツクリドウグ・ヤッ

キョウ・カヤクバカリ・フタキソ・ライカン・サクラカン・タマツ

メ・ヤッキョウバンド・ホジュウケース・ ソウジボウ・タマツメバ

コ ●処理用具 :ク クリナヮ・ハシゴ・コガタナ・ハソイタ・クギ
・ホネツブシイシ・ナタ ●その他 :ウ サギ トリカンジキ
ホ、諸職用具 ●木挽き用具 :コ シキ・スコップ・ダイギソ・マドノ

コ・ ソマユキ 。オノ・マサカリ・ハガケ・キヤ・カチヤ・カケヤ・

カナゾチ・ロップ 。キンシャ・カンブチ・ナタ・チョウナ ,テ マガ

リ・ヤマノコ・キバン・ トビグチ・テンカギ・ツル・キマワシ・カ

ワムキ・ リンギ・ ソンクギ・マガリカネ・アワセジョウギ・ スミツ

ボ・スミサシ・ツカミ・カナゾチ・マエビキ・シンギ リ・ ヒネソヤ

・タテヒヾキノコ・ ノコギ リイレ・ノコギ リバサ ミ・ヤスリ ・ヤスソ
バサ ミ・アテイタ・ヤスソタテ・ メラリ・カナ トコ・ハゾチ・カナ

カンジキ・ ドウグブクロ・タス・コビキショウゾク・ヤ ドウグ ●
屋根葺き用具 :ヤ ネヤバ リ・ヤネヤガマ・ガッキ・ヤネヤヘラ・マ

ッコ・カヤヒキ・ヤバサ ミ・ヤネヤショウゾク ●木羽へぎ・木羽
葺き用具 :マ サカリ・テマガ リノコ・シンヤ・ワキヤ・サバ ノコ・

カネクサビ・カスガイ・オオワソナタ・オオワツクサビ・クシガタ

クサビ。オオワリゾチ・ コバヘギダイ・コバヘギナタ・テンノウゾ

チ・コバワク・スギカワムキ・ヤバサ ミ・ コマ・ワソコバ・ウソコ

バ・ スギカワコバ・キソダシ・イリナベ・クギバコ・タケクギ・ブ

ンギ・ ケツダイ・カナゾチ・ヤネゾチ・アテガネ・ブリキバサ ミ・

トイシ・ ドウクレ コヾ・ワリダシ・ハ、イソク・ボンテン・ダイフクチ

ョウ ●桶屋用具 :オ オワリナタ 。ワリガネ・ヨコゾチ・クリゼン
・ウチゼン・ ツトゼン・ショウジキ・ウチガンナ・ソトガンナ・ソ

コガンナ・ワキ トリガンナ・ ヒラガンナ・ケズソダイ・ジョウギ・

ヵタジョウギ・タテビキノコ・オケゴ・ ソクイネソ・ブンマタ・キ

リ・ウチギ ソ・ ミツメギ リ・アブラツボ・マワシビキ・ハンヤスリ

・タケキソノコ・タケワソナタ・タケセン・タケケズソジョウギ・

コガタナ・タケクギ・タガ・カリワ・カナベラ。アテギ・アテカラ、

・シメギ・サ イゾチ・ ミズボウキ・ハナバサ ミ・クギスキ・ケヒキ

・クリゾコノミ・ツキノミ・コテノミ・ ノミ・ ソコトツサオガンナ

・シアゲサオガンナ・コグチガンナ・ドウグバコ ●付木つき用具 :

オオワソナタ・オオワソゾチ・シャクボウ・ナタ・セン・コマケズ

リダイ・ツケギツキ・ショウジキ・ツキセン・クサビ・サイゾチ・

カスガイ・タタキボウ・ィォウナベ・ イオウイレ・ トイシ・センノ

エ・ツケギ ●紙漉き用具 :ヒ ラガマ・ムシオケ・マッコ・ ヒカワ
トリ・ ヒカワトソダイ・カミソリ・ナワ・カミオケ・ツバガマ・カ

ミタタキイシ・カミタタキダイ・タタキボウ・カミソオケ・ テオケ

・ザル・カミブネ・カンマシボウ・マンガ・ ミズキリ・オキボウ・

ネレブクロ・スゲタ・ホエズ・タケズ・タッノケ・シメドウグ・コ

シキ・カミホシイタ・カミホシボウ 。ゴミトソ・カミボウキ・カミ

バケ・エンタチボウチョウ・エンタチジョウギ・エンタチイタ・コ

ゥゾヵヮ・ショウジガ ミ・スジガ ミ・チリガ ミ・ニマイスキ・エン

タチガ ミ ●箕つ くり用具 :ナ タ・ナタガマ・ナワ・ニナワ・セナ
コウジ・アテギ・ジョウバイシ・ヨコゾチ・タケヮソナタ・ヘタテ

ボウ・ユ ミ・タチ・シャクボウ・テミズオケ・ ヒラキリ・マルキソ

・ヤットコ・ハナバサ ミ・フチタタキボウ。キリダシ・ トイシ・ヤ

マダケ・ワリダケ・フジゾル・サクラガワ。ブソキ・ ミ・ツマジリ

カゴ・ ミズカゴ ●鍛冶屋等用具 :フ イゴ・カナ トコ・ハシ・テゾ
チ・ムコウゾチ・アゴゾチ・エタガネ・ ヒシキリ・メウチダイ・ハ

チス・タテマンソキ・クワ・カマ・カナ トコ・ ミゾキソ・ クギメキ

リ・エツキメウチ・テッカン・テイテツ・ハナネジソボウ・ッメキ

ソ・ウラスキ・カクメウチ・チョウセットウ・テツビキソ・テツビ

キリツチ・テツビキソカナジキ・クギ・ ソウテイツチ・テイロ

ヘ、その他生産・生業用具 ●桐囲い等用具 :キ リカコイ・クワカ
コイ・スギオコシ ●節季市用具 :コ シキ・タケザオ・ナワ・スダ
レ・アマド・ハ リイタ・コモ・オケ・イテゴウマス・ゴゴウマス・

イッショウマス・サラバカリ・サオバカソ・モノサシ・ハサ ミ・ソ

ロバン・サイフ・ワラタバ ●冬稼ぎ用具 :コ ウリ・ヤナギゴウリ
・ニゾクソナワ・レンジャク・ トランク・フロシキ・サイフ・エガ

ミ・モ トユイ・カミピン・ハ ソ・ホン

|
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